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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲートウェイ装置と、前記ゲートウェイ装置に対して他の装置を介さずに直接的に又は
他の装置を介して間接的に接続された第１の装置と、前記第１の装置に対して他の装置を
介さずに直接的に又は他の装置を介して間接的に接続され、前記ゲートウェイ装置に至る
までに経由する装置の数が前記第１の装置よりも多い第２の装置と、を有するシステムを
管理するための管理装置であって、
　前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置がそれぞれ有する構成
情報であって、装置種別を示す情報と、接続インタフェースの種別を示す情報と、装置を
特定するための装置特定情報と、を含む構成情報を取得する構成情報取得部と、
　表示部と、
　前記表示部に、前記取得された構成情報に基づき、前記ゲートウェイ装置のシンボル，
前記第１の装置のシンボル，および前記第２の装置のシンボルを含む接続構成マップであ
って、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，前記第２の装置の間の接続態様に合致す
るように前記各シンボルが互いに接続され、前記第１の装置のシンボルが前記第２の装置
のシンボルに比べて前記ゲートウェイ装置のシンボルにより近い位置に配置され、前記ゲ
ートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置がそれぞれ有する前記接続イン
タフェースが判別できる接続構成マップを表示させるマップ表示制御部と、
　を備え、
　前記第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続インタフェースは、ネットワークイ
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ンタフェース又はバスインタフェースであり、
　前記管理装置と前記第１の装置とは、互いにデータの送受信が可能であり、
　前記構成情報取得部は、前記バスインタフェースを介して前記第２の装置に接続された
前記第１の装置に対して、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第１の装置が前記バス
インタフェースを介して前記第２の装置から取得した前記第２の装置の前記構成情報と、
を問い合わせることにより、前記第１の装置の前記構成情報と前記第２の装置の前記構成
情報とを取得する、管理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の管理装置において、
　前記管理装置と前記第１の装置とは、互いにデータの送受信が可能であり、
　前記構成情報取得部は、
　　　　前記ネットワークインタフェースを介して前記第２の装置と接続された前記第１
の装置に対して、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第１の装置が前記第２の装置か
ら取得した前記第２の装置のアドレス情報と、を問い合わせることにより、前記第１の装
置の前記構成情報と前記第２の装置のアドレス情報とを取得する第１の処理と、
　　　　前記取得した前記第２の装置のアドレス情報に基づき、前記第２の装置に対して
、前記第２の装置の前記構成情報を問い合わせることにより、前記第２の装置の前記構成
情報を取得する第２の処理と、を前記第１の装置と前記第２の装置とのペアについて実行
し、
　　　　その後、前記第２の処理の対象となった前回の前記第２の装置を今回の前記第１
の装置とし、前記前回の第２の装置に他の装置を介さずに直接的に又は他の装置を介して
間接的に接続され、前記ゲートウェイ装置に至るまでに経由する装置の数が前記前回の第
２の装置よりも多い装置を今回の第２の装置とし、前記今回の第１の装置と前記今回の第
２の装置とのペアについて前記第１の処理及び前記第２の処理を実行する処理を、繰り返
し実行する、管理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の管理装置において、
　前記構成情報取得部は、
　　　　ネットワークインタフェースを介して前記第１の装置と接続された前記ゲートウ
ェイ装置に対して、前記ゲートウェイ装置が取得した前記第１の装置のアドレス情報を問
い合わせることにより、前記第１の装置のアドレス情報を取得し、
　　　　前記取得した前記第１の装置のアドレス情報に基づき、前記第１の装置に対して
、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第２の装置の前記構成情報又はアドレス情報と
、を問い合わせる、管理装置。
【請求項４】
　請求項１または請求項２に記載の管理装置において、
　前記構成情報取得部は、
　　　　前記管理装置と、前記管理装置とＩＰパケットの送受信が可能な前記第１の装置
と、が所属する同一のネットワークアドレスが割り当てられたネットワークに割当てられ
得る各ＩＰアドレスをそれぞれ宛先アドレスとして、前記第１の装置を検索するための所
定のＩＰパケットである検索パケットを前記ネットワークに送信し、前記検索パケットへ
の応答パケットを受信することによって前記第１の装置のアドレス情報を取得し、
　　　　前記取得した前記第１の装置のアドレス情報に基づき、前記第１の装置に対して
、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第２の装置の前記構成情報又はアドレス情報と
、を問い合わせる、管理装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記表示部に、前記装置特定情報および前記装置種別を示す
情報のうち少なくとも一方が各シンボルに対応付けて示された前記接続構成マップを表示
させる、管理装置。
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【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記システムが前記第１の装置を複数有する場合、前記表示
部に、各第１の装置のシンボルが前記ゲートウェイ装置のシンボルを起点として所定の順
序で所定の方向に並べて示された前記接続構成マップを表示させる、管理装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、各第１の装置に接続された前記第２の装置のシンボルが前記
所定の方向に並べて示されることにより、前記ゲートウェイ装置のシンボルと、各第１の
装置のシンボルと、各第２の装置のシンボルとが階層化して示された前記接続構成マップ
を表示させる、管理装置。
【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記複数の第１の装置のシンボルのうち、前記ゲートウェイ
装置との間の前記接続インタフェースの種別が同じ前記第１の装置のシンボル同士がまと
めて前記所定の方向に並べて示された前記接続構成マップを表示させる、管理装置。
【請求項９】
　請求項６ないし請求項８のいずれかに記載の管理装置において、
　前記表示部における表示領域は、長手方向と短手方向とを有し、
　前記所定の方向は、前記長手方向に沿った方向である、管理装置。
【請求項１０】
　請求項１ないし請求項９のいずれかに記載の管理装置において、
　前記構成情報取得部は、動作状態に関する情報である状態関連情報を含む前記構成情報
を取得し、
　前記マップ表示制御部は、前記表示部に、前記ゲートウェイ装置のシンボル，前記第１
の装置のシンボル，および前記第２の装置のシンボルにそれぞれ対応付けて前記状態関連
情報が示された前記接続構成マップを表示させる、管理装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記状態関連情報の示す動作状態に応じて、各シンボルの表
示態様及び各シンボル間の接続の表示態様のうち、少なくとも一方を変化させる、管理装
置。
【請求項１２】
　請求項１ないし請求項１１のいずれかに記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、
　　　　前記システムが前記第１の装置を複数有する場合、前記表示部に、前記構成情報
が取得されたすべての装置のシンボルが前記ゲートウェイ装置のシンボルを起点として所
定の方向に並べて示された前記接続構成マップを表示させ、
　　　　その後、前記表示部に、表示されたすべてのシンボルのうち、前記第２の装置の
シンボルが該第２の装置が接続されている前記第１の装置のシンボルに接続されるととも
に、各第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続インタフェースが判別可能に示され
た前記接続構成マップを表示させ、
　　　　その後、前記表示部に、各第１の装置のシンボルおよび前記第２の装置のシンボ
ルの接続関係を保ったまま、前記ゲートウェイ装置との間の前記接続インタフェースが無
線である前記第１の装置のシンボルが、前記ゲートウェイ装置との間の前記接続インタフ
ェースが有線である前記第１の装置のシンボルに比べて、前記ゲートウェイ装置のシンボ
ルに対して前記所定の方向に沿ってより近い位置となる順序に、各第１の装置のシンボル
が並び替えられて示された前記接続構成マップを表示させる、管理装置。
【請求項１３】
　請求項３に記載の管理装置において、
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　前記構成情報取得部は、前記管理装置に設定されているデフォルトゲートウェイのアド
レス情報を、前記ゲートウェイ装置のアドレス情報として特定すると共に、前記特定した
アドレス情報に基づき、前記ゲートウェイ装置に対して、前記第１の装置のアドレス情報
を問い合わせる、管理装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記構成情報取得部が前記ゲートウェイ装置のアドレス情報
を特定できない場合には、前記ゲートウェイ装置のシンボルに代えて、ダミーのシンボル
が示された前記接続構成マップを表示させる、管理装置。
【請求項１５】
　請求項１から請求項１４までのいずれか一項に記載の管理装置において、
　前記ゲートウェイ装置は、無線ＬＡＮアクセスポイントとして構成されている、管理装
置。
【請求項１６】
　ゲートウェイ装置と、前記ゲートウェイ装置に対して他の装置を介さずに直接的に又は
他の装置を介して間接的に接続された第１の装置と、前記第１の装置に対して他の装置を
介さずに直接的に又は他の装置を介して間接的に接続され、前記ゲートウェイ装置に至る
までに経由する装置の数が前記第１の装置よりも多い第２の装置と、を有するシステムを
、表示部を有する管理装置を用いて管理する方法であって、
　（ａ）前記管理装置において、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第
２の装置がそれぞれ有する構成情報であって、装置種別を示す情報と、接続インタフェー
スの種別を示す情報と、装置を特定するための装置特定情報と、を含む構成情報を取得す
る工程と、
　（ｂ）前記管理装置において、前記表示部に、前記取得された構成情報に基づき、前記
ゲートウェイ装置のシンボル，前記第１の装置のシンボル，および前記第２の装置のシン
ボルを含む接続構成マップであって、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，前記第２
の装置の間の接続態様に合致するように前記各シンボルが互いに接続され、前記第１の装
置のシンボルが前記第２の装置のシンボルに比べて前記ゲートウェイ装置のシンボルによ
り近い位置に配置され、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置
がそれぞれ有する前記接続インタフェースが判別できる接続構成マップを表示させる工程
と、
　を備え、
　前記第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続インタフェースは、ネットワークイ
ンタフェース又はバスインタフェースであり、
　前記管理装置と前記第１の装置とは、互いにデータの送受信が可能であり、
　前記工程（ａ）は、前記バスインタフェースを介して前記第２の装置に接続された前記
第１の装置に対して、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第１の装置が前記バスイン
タフェースを介して前記第２の装置から取得した前記第２の装置の前記構成情報と、を問
い合わせることにより、前記第１の装置の前記構成情報と前記第２の装置の前記構成情報
とを取得する工程を含む、方法。
【請求項１７】
　ゲートウェイ装置と、前記ゲートウェイ装置に対して他の装置を介さずに直接的に又は
他の装置を介して間接的に接続された第１の装置と、前記第１の装置に対して他の装置を
介さずに直接的に又は他の装置を介して間接的に接続され、前記ゲートウェイ装置に至る
までに経由する装置の数が前記第１の装置よりも多い第２の装置と、を有するシステムを
、表示部を有する管理装置を用いて管理するためのプログラムであって、
　（ａ）前記管理装置において、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第
２の装置がそれぞれ有する構成情報であって、装置種別を示す情報と、接続インタフェー
スの種別を示す情報と、装置を特定するための装置特定情報と、を含む構成情報を取得す
る機能と、
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　（ｂ）前記管理装置において、前記表示部に、前記取得された構成情報に基づき、前記
ゲートウェイ装置のシンボル，前記第１の装置のシンボル，および前記第２の装置のシン
ボルを含む接続構成マップであって、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，前記第２
の装置の間の接続態様に合致するように前記各シンボルが互いに接続され、前記第１の装
置のシンボルが前記第２の装置のシンボルに比べて前記ゲートウェイ装置のシンボルによ
り近い位置に配置され、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置
がそれぞれ有する前記接続インタフェースが判別できる接続構成マップを表示させる機能
と、
　を前記管理装置が有するコンピュータに実現させ、
　前記第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続インタフェースは、ネットワークイ
ンタフェース又はバスインタフェースであり、
　前記管理装置と前記第１の装置とは、互いにデータの送受信が可能であり、
　前記構成情報を取得する前記機能は、前記バスインタフェースを介して前記第２の装置
に接続された前記第１の装置に対して、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第１の装
置が前記バスインタフェースを介して前記第２の装置から取得した前記第２の装置の前記
構成情報と、を問い合わせることにより、前記第１の装置の前記構成情報と前記第２の装
置の前記構成情報とを取得する機能を含む、プログラム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、異なる種類の接続インタフェースにより接続された複数の装置を管理する技
術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、装置間を接続するための各種インタフェースの発達に伴い、家庭内や小規模の企
業内において、様々な装置が互いに接続されている。例えば、パーソナルコンピュータと
ルータとが無線により接続されたり、テレビチューナとルータとがＵＳＢ（Universal Se
rial Bus）ケーブルやＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）ケーブルによ
り接続されたり、プリンタとＮＡＳ（Network Attached Storage）とがＵＳＢケーブルに
より接続され、かつ、このＮＡＳとルータとがＬＡＮ（Local Area Network）ケーブルで
接続されたりしている。
【０００３】
　多くの装置が接続されたシステムにおいて、各装置の接続構成の把握や、故障箇所の特
定に必要な情報（エラーログ等）の収集を目的として、管理システムが導入されている。
例えば、各装置間がＬＡＮで接続されたネットワークシステムを管理するための管理装置
として、ＳＮＭＰ（Simple Network Management Protocol）を利用した管理システムが提
案されている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２４４９３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ＳＮＭＰを利用する管理システムは、一般に、大規模システムを管理対
象とするシステムであり、導入費用が高く、また、使用にあたって高度な専門知識が必要
となるため、家庭内等において各種装置を管理する目的にはそぐわない。
【０００６】
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　また、ＳＮＭＰを利用する管理システムは、ルータやサーバといった、ネットワークイ
ンタフェースにより接続される装置を管理対象とするため、バスインタフェースにより接
続される装置（例えば、ＨＤＭＩにより互いに接続されるテレビチューナとテレビ受像機
など）を管理することはできない。特に、家庭内や小規模企業内においては、各構成員（
家族や従業員）が、それぞれにバスインタフェースにより接続される装置を勝手に他の装
置に接続することが起こり得るため、管理システムによって管理できない装置が増加して
しまう。そこで、接続インタフェースの種類ごとに専用の管理システムを導入すると、管
理システム全体の導入費用が高くなるという問題があった。加えて、全ての装置の接続構
成を把握しようとする場合、各管理システムの操作端末をそれぞれ操作しなければならず
、接続構成の把握に長時間を要すると共に、各管理システムについてそれぞれ高度な知識
が必要となるという問題があった。
【０００７】
　本発明は、様々なインタフェースで接続された複数の装置を容易に管理することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態又は適用例として実現することが可能である。
　[形態１]　ゲートウェイ装置と、前記ゲートウェイ装置に対して他の装置を介さずに直
接的に又は他の装置を介して間接的に接続された第１の装置と、前記第１の装置に対して
他の装置を介さずに直接的に又は他の装置を介して間接的に接続され、前記ゲートウェイ
装置に至るまでに経由する装置の数が前記第１の装置よりも多い第２の装置と、を有する
システムを管理するための管理装置であって、
　前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置がそれぞれ有する構成
情報であって、装置種別を示す情報と、接続インタフェースの種別を示す情報と、装置を
特定するための装置特定情報と、を含む構成情報を取得する構成情報取得部と、
　表示部と、
　前記表示部に、前記取得された構成情報に基づき、前記ゲートウェイ装置のシンボル，
前記第１の装置のシンボル，および前記第２の装置のシンボルを含む接続構成マップであ
って、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，前記第２の装置の間の接続態様に合致す
るように前記各シンボルが互いに接続され、前記第１の装置のシンボルが前記第２の装置
のシンボルに比べて前記ゲートウェイ装置のシンボルにより近い位置に配置され、前記ゲ
ートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置がそれぞれ有する前記接続イン
タフェースが判別できる接続構成マップを表示させるマップ表示制御部と、
　を備え、
　前記第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続インタフェースは、ネットワークイ
ンタフェース又はバスインタフェースであり、
　前記管理装置と前記第１の装置とは、互いにデータの送受信が可能であり、
　前記構成情報取得部は、前記バスインタフェースを介して前記第２の装置に接続された
前記第１の装置に対して、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第１の装置が前記バス
インタフェースを介して前記第２の装置から取得した前記第２の装置の前記構成情報と、
を問い合わせることにより、前記第１の装置の前記構成情報と前記第２の装置の前記構成
情報とを取得する、管理装置。
【０００９】
　［適用例１］ゲートウェイ装置と、前記ゲートウェイ装置に対して他の装置を介さずに
直接的に又は他の装置を介して間接的に接続された第１の装置と、前記第１の装置に対し
て他の装置を介さずに直接的に又は他の装置を介して間接的に接続され、前記ゲートウェ
イ装置に至るまでに経由する装置の数が前記第１の装置よりも多い第２の装置と、を有す
るシステムを管理するための管理装置であって、
　前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置は、それぞれ、少なく



(7) JP 5782791 B2 2015.9.24

10

20

30

40

50

とも、装置種別と、接続インタフェースの種別と、装置を特定するための装置特定情報と
、を含む構成情報を有し、
　前記管理装置は、
　　　前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置がそれぞれ有する
前記構成情報を取得する構成情報取得部と、
　　　表示部と、
　　　前記表示部に、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置の
接続構成を示す接続構成マップを、前記取得された構成情報に基づき表示させるマップ表
示制御部であって、
　　　　　前記表示部において、前記第１の装置のシンボルを前記第２の装置のシンボル
に比べて前記ゲートウェイ装置のシンボルにより近い位置に配置すると共に、前記ゲート
ウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置がそれぞれ有する前記接続インタフ
ェースを判別可能に、前記ゲートウェイ装置のシンボル，前記第１の装置のシンボル，お
よび前記第２の装置のシンボルを、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，前記第２の
装置の接続態様に合致するように互いに接続して表示させるマップ表示制御部と、
　を備える、管理装置。
【００１０】
　適用例１の管理装置によると、構成情報取得部は、第１の装置の構成情報に加えて、第
２の装置の構成情報を取得し、また、各シンボルに対応付けて各装置（ゲートウェイ装置
，第１の装置，第２の装置）の装置特定情報及び装置種別を表示し、かつ、シンボル間を
接続インタフェースの種別を判別可能に接続して表示するので、様々なインタフェースで
接続された複数の装置を容易に管理することができる。
【００１１】
　［適用例２］適用例１に記載の管理装置において、
　前記第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続インタフェースは、ネットワークイ
ンタフェース又はバスインタフェースである、管理装置。
【００１２】
　このような構成により、第１の装置と第２の装置との間の接続インタフェースがネット
ワークインタフェースであるかバスインタフェースであるかに関わらず、接続構成マップ
に第２の装置を表示することができる。したがって、バスインタフェース用の管理装置と
、ネットワークインタフェース用の管理装置とを用いてシステムを管理する構成に比べて
、管理に要するコストを抑えることができる。
【００１３】
　［適用例３］適用例２に記載の管理装置において、
　前記第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続インタフェースは、前記バスインタ
フェースであり、
　前記管理装置と前記第１の装置とは、互いにデータの送受信が可能であり、
　前記第１の装置は、前記バスインタフェースを介して前記第２の装置から、前記第２の
装置の前記構成情報を取得し、
　前記構成情報取得部は、前記第１の装置に対して、前記第１の装置の前記構成情報と前
記第２の装置の前記構成情報とを問い合わせることにより、前記第１の装置の前記構成情
報と前記第２の装置の前記構成情報とを取得する、管理装置。
【００１４】
　このような構成により、第１の装置と第２の装置との間の接続インタフェースがバスイ
ンタフェースであり、管理装置と第２の装置とが直接データの送受信を実行できない場合
であっても、管理装置は、第２の装置の構成情報を取得することができる。
【００１５】
　［適用例４］適用例２に記載の管理装置において、
　前記第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続インタフェースは、前記ネットワー
クインタフェースであり、
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　前記管理装置と前記第１の装置とは、互いにデータの送受信が可能であり、
　前記第１の装置は、前記第２の装置のアドレス情報を取得し、
　前記構成情報取得部は、
　　　　前記第１の装置に対して、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第２の装置の
アドレス情報とを問い合わせることにより、前記第１の装置の前記構成情報と前記第２の
装置のアドレス情報とを取得する第１の処理と、
　　　　前記取得した前記第２の装置のアドレス情報に基づき、前記第２の装置に対して
、前記第２の装置の前記構成情報を問い合わせることにより、前記第２の装置の前記構成
情報を取得する第２の処理と、を前記第１の装置と前記第２の装置とのペアについて実行
し、
　　　　その後、前記第２の処理の対象となった前回の前記第２の装置を今回の前記第１
の装置とし、前記前回の第２の装置に他の装置を介さずに直接的に又は他の装置を介して
間接的に接続され、前記ゲートウェイ装置に至るまでに経由する装置の数が前記前回の第
２の装置よりも多い装置を今回の第２の装置とし、前記今回の第１の装置と前記今回の第
２の装置とのペアについて前記第１の処理及び前記第２の処理を実行する処理を、繰り返
し実行する、管理装置。
【００１６】
　このような構成により、管理装置が第２の装置のアドレス情報を知らない場合であって
も、管理装置は、第１の装置から第２の装置のアドレス情報を取得して、第２の装置に対
して構成情報を問い合わせることができる。また、前回の第２の装置を今回の第１の装置
として、前回の第２の装置に直接的に又は間接的に接続され、ゲートウェイ装置に至るま
でに経由する装置の数が前回の第２の装置よりも多い装置を今回の第２の装置として、第
１の処理及び第２の処理を実行する処理を繰り返すので、ゲートウェイ装置の配下におい
て装置が多段に接続されている状況で、各装置から構成情報を取得することができる。
【００１７】
　［適用例５］適用例２ないし適用例４のいずれかに記載の管理装置において、
　前記ゲートウェイ装置と前記第１の装置との間の前記接続インタフェースは、ネットワ
ークインタフェースであり、
　前記ゲートウェイ装置は、前記第１の装置のアドレス情報を取得し、
　前記構成情報取得部は、
　　　　前記ゲートウェイ装置に対して、前記第１の装置のアドレス情報を問い合わせる
ことにより、前記第１の装置のアドレス情報を取得し、
　　　　前記取得した前記第１の装置のアドレス情報に基づき、前記第１の装置に対して
、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第２の装置の前記構成情報又はアドレス情報と
、を問い合わせる、管理装置。
【００１８】
　このような構成により、管理装置が第１の装置のアドレス情報を知らない場合であって
も、管理装置は、ゲートウェイ装置から第１の装置のアドレス情報を取得して、第１の装
置に対して、第１の装置の構成情報と、第２の装置の構成情報又はアドレス情報と、を問
い合わせることができる。ゲートウェイ装置は、一般に多くの種類の接続インタフェース
を有する装置であるため、多くの装置（第１の装置）を直接的に接続し、第１の装置のア
ドレス情報を保有している可能性が高い。それゆえ、このような構成により、管理装置は
、簡単に第１の装置のアドレス情報を取得することができる。
【００１９】
　［適用例６］適用例２ないし適用例４のいずれかに記載の管理装置において、
　前記管理装置と前記第１の装置とは、互いにＩＰパケットの送受信が可能であり、かつ
、いずれも同一のネットワークアドレスが割当てられたネットワークに所属し、
　前記構成情報取得部は、
　　　　前記ネットワークに割当てられ得る各ＩＰアドレスをそれぞれ宛先アドレスとし
て、前記第１の装置を検索するための所定のＩＰパケットである検索パケットを前記ネッ
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トワークに送信し、前記検索パケットへの応答パケットを受信することによって前記第１
の装置の前記アドレス情報を取得し、
　　　　前記取得した前記第１の装置のアドレス情報に基づき、前記第１の装置に対して
、前記第１の装置の前記構成情報と、前記第２の装置の前記構成情報又はアドレス情報と
、を問い合わせる、管理装置。
【００２０】
　このような構成により、管理装置は、応答パケットを受信することにより第１の装置の
ＩＰアドレスを取得できる。したがって、ゲートウェイ装置がＩＰアドレスを知らない第
１の装置からも、構成情報を問い合わせて取得することができる。
【００２１】
　［適用例７］適用例１ないし適用例６のいずれかに記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記表示部に、前記装置特定情報および前記装置種別のうち
少なくとも一方を、各シンボルに対応付けて表示させる、管理装置。
【００２２】
　このような構成により、各シンボルの表わす装置をユーザに簡単に特定させることがで
きる。
【００２３】
　［適用例８］適用例１ないし適用例７のいずれかに記載の管理装置において、
　前記システムは前記第１の装置を複数有し、
　前記マップ表示制御部は、前記表示部に、各第１の装置のシンボルを、前記ゲートウェ
イ装置のシンボルを起点として所定の順序で所定の方向に並べて表示させる、管理装置。
【００２４】
　このような構成により、ゲートウェイ装置にどのような装置が何台接続されているかを
ユーザに容易に理解させることができる。
【００２５】
　［適用例９］適用例８に記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、各第１の装置に接続された前記第２の装置のシンボルを、前
記所定の方向に並べて表示させることにより、前記ゲートウェイ装置のシンボルと、各第
１の装置のシンボルと、各第２の装置のシンボルとを、階層化して表示させる、管理装置
。
【００２６】
　このような構成により、各装置が第１の装置及び第２の装置のいずれであるか、すなわ
ち、ゲートウェイ装置に至るまでに経由する装置の数がより多い装置と、より少ない装置
とを、ユーザに容易に理解させることができる。
【００２７】
　［適用例１０］適用例８または適用例９に記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記複数の第１の装置のシンボルのうち、前記ゲートウェイ
装置との間の前記接続インタフェースの種別が同じ前記第１の装置のシンボル同士をまと
めて、前記所定の方向に並べて表示させる、管理装置。
【００２８】
　このような構成により、ゲートウェイ装置と第１の装置との間の接続インタフェースの
種類数を、ユーザに容易に理解させることができる。加えて、各接続インタフェース種別
ごとに何台の装置が存在するかを、ユーザに容易に理解させることができる。
【００２９】
　［適用例１１］適用例８ないし適用例１０のいずれかに記載の管理装置において、
　前記表示部は、長手方向と短手方向とを有し、
　前記所定の方向は、前記長手方向に沿った方向である、管理装置。
【００３０】
　このような構成により、各第１の装置のシンボルに対して短手方向に沿って隣接した位
置に、各装置の動作状態等の情報を表示するスペースを設けることができる。また、接続
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構成マップ全体が大きい場合であっても、表示部において長手方向のスクロールをするこ
とにより、簡単に接続構成マップ全体を俯瞰することができる。
【００３１】
　［適用例１２］適用例１ないし適用例１１のいずれかに記載の管理装置において、
　前記構成情報は、さらに、動作状態に関する情報である状態関連情報を含み、
　前記マップ表示制御部は、前記表示部に、前記ゲートウェイ装置のシンボル，前記第１
の装置のシンボル，および前記第２の装置のシンボルにそれぞれ対応付けて、前記状態関
連情報を表示させる、管理装置。
【００３２】
　このような構成により、ユーザに対して、第１の装置及び第２の装置の動作状態を容易
に理解させることができる。
【００３３】
　［適用例１３］適用例１２に記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記状態関連情報の示す動作状態に応じて、各シンボルの表
示態様及び各シンボル間の接続の表示態様のうち、少なくとも一方を変化させる、管理装
置。
【００３４】
　このような構成により、ユーザは、接続構成マップに表示されたシンボルの表示態様の
変化及びシンボル間の接続の表示態様の変化を確認することにより、容易に、かつ、迅速
に、各装置の動作状態の変化を理解することができる。
【００３５】
　［適用例１４］適用例１ないし適用例１３のいずれかに記載の管理装置において、
　前記システムは前記第１の装置を複数有し、
　前記マップ表示制御部は、
　　　　前記表示部に、前記構成情報が取得されたすべての装置のシンボルを、前記ゲー
トウェイ装置のシンボルを起点として所定の方向に並べて表示させ、
　　　　その後、前記表示部に表示されたすべてのシンボルのうち、前記第２の装置のシ
ンボルを、該第２の装置が接続されている前記第１の装置のシンボルに接続するとともに
、前記取得した構成情報に基づき、各第１の装置と前記第２の装置との間の前記接続イン
タフェースを特定して判別可能に表示し、
　　　　その後、前記表示部に、各第１の装置のシンボルおよび前記第２の装置のシンボ
ルの接続関係を保ったまま、前記ゲートウェイ装置との間の前記接続インタフェースが無
線である前記第１の装置のシンボルが、前記ゲートウェイ装置との間の前記接続インタフ
ェースが有線である前記第１の装置のシンボルに比べて、前記ゲートウェイ装置のシンボ
ルに対して前記所定の方向に沿ってより近い位置となる順序に、各第１の装置のシンボル
を並び替えて表示させる、管理装置。
【００３６】
　このような構成により、ゲートウェイ装置との間の接続インタフェースが無線である第
１の装置シンボルが、ゲートウェイ装置との間の接続インタフェースが有線である第１の
装置のシンボルに比べて、ゲートウェイ装置のシンボルに対して所定の方向に沿ってより
近い位置に表示される。換言すると、接続インタフェースが無線であるためにゲートウェ
イ装置との接続の有無が容易に判別できない第１の装置のシンボルを、接続インタフェー
スが有線であるためにゲートウェイ装置との接続の有無が容易に判別できる第１の装置の
シンボルに比べて、ゲートウェイ装置のシンボルに対して所定の方向に沿ってより近い位
置に配置することができる。一般に、ゲートウェイ装置との接続の有無が容易に判断でき
ない装置について、管理装置を用いて接続構成を把握したいという要請がある。上記構成
とすることにより、かかる要請により一層応えることができる。
【００３７】
　［適用例１５］適用例５に記載の管理装置において、
　前記構成情報取得部は、前記管理装置に設定されているデフォルトゲートウェイのアド
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レス情報を、前記ゲートウェイ装置のアドレス情報として特定すると共に、前記特定した
アドレス情報に基づき、前記ゲートウェイ装置に対して、前記第１の装置のアドレス情報
を問い合わせる、管理装置。
【００３８】
　このような構成により、構成情報取得部は、ゲートウェイ装置のアドレス情報を取得す
ることができる。
【００３９】
　［適用例１６］適用例１５に記載の管理装置において、
　前記マップ表示制御部は、前記構成情報取得部が前記ゲートウェイ装置のアドレス情報
を特定できない場合には、前記ゲートウェイ装置のシンボルに代えて、ダミーのシンボル
を前記接続構成マップに表示する、管理装置。
【００４０】
　このような構成により、管理装置においてデフォルトゲートウェイが設定されていない
場合であっても、接続構成マップを作成し、表示させることができる。
【００４１】
　［適用例１７］ゲートウェイ装置と、前記ゲートウェイ装置に対して他の装置を介さず
に直接的に又は他の装置を介して間接的に接続された第１の装置と、前記第１の装置に対
して他の装置を介さずに直接的に又は他の装置を介して間接的に接続され、前記ゲートウ
ェイ装置に至るまでに経由する装置の数が前記第１の装置よりも多い第２の装置と、を有
するシステムを、表示部を有する管理装置を用いて管理する方法であって、
　前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置は、それぞれ、少なく
とも、装置種別と、接続インタフェースの種別と、装置を特定するための装置特定情報と
、を含む構成情報を有し、
　（ａ）前記管理装置において、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第
２の装置がそれぞれ有する前記構成情報を取得する工程と、
　（ｂ）前記管理装置において、前記表示部に、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置
，および前記第２の装置の接続構成を示す接続構成マップを、前記取得された構成情報に
基づき表示させる工程と、
　を備え、
　前記工程（ｂ）は、
　（ｂ１）前記表示部において、前記第１の装置のシンボルを前記第２の装置のシンボル
に比べて前記ゲートウェイ装置のシンボルにより近い位置に配置すると共に、前記ゲート
ウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置がそれぞれ有する前記接続インタフ
ェースを判別可能に、前記ゲートウェイ装置のシンボル，前記第１の装置のシンボル，お
よび前記第２の装置のシンボルを、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，前記第２の
装置の接続態様に合致するように互いに接続して表示させる工程を有する、方法。
【００４２】
　適用例１７の方法によると、管理装置は、第１の装置の構成情報に加えて、第２の装置
の構成情報を取得し、また、各シンボルに対応付けて各装置の装置特定情報及び装置種別
を表示部に表示し、かつ、シンボル間を接続インタフェースの種別を判別可能に接続して
表示するので、様々なインタフェースで接続された複数の装置を容易に管理することがで
きる。
【００４３】
　［適用例１８］ゲートウェイ装置と、前記ゲートウェイ装置に対して他の装置を介さず
に直接的に又は他の装置を介して間接的に接続された第１の装置と、前記第１の装置に対
して他の装置を介さずに直接的に接続され、前記ゲートウェイ装置に至るまでに経由する
装置の数が前記第１の装置よりも多い第２の装置と、を有するシステムを、表示部を有す
る管理装置を用いて管理するためのプログラムであって、
　前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置は、それぞれ、少なく
とも、装置種別と、接続インタフェース種別と、装置を特定するための装置特定情報と、
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を含む構成情報を有し、
　（ａ）前記管理装置において、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，および前記第
２の装置がそれぞれ有する前記構成情報を取得する機能と、
　（ｂ）前記管理装置において、前記表示部に、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置
，および前記第２の装置の接続構成を示す接続構成マップを、前記取得された構成情報に
基づき表示させる機能と、
　を前記管理装置が有するコンピュータに実現させ、
　前記機能（ｂ）は、
　（ｂ１）前記表示部において、前記第１の装置のシンボルを前記第２の装置のシンボル
に比べて前記ゲートウェイ装置のシンボルにより近い位置に配置すると共に、前記ゲート
ウェイ装置，前記第１の装置，および前記第２の装置がそれぞれ有する前記接続インタフ
ェースを判別可能に、前記ゲートウェイ装置のシンボル，前記第１の装置のシンボル，お
よび前記第２の装置のシンボルを、前記ゲートウェイ装置，前記第１の装置，前記第２の
装置の接続態様に合致するように互いに接続して表示させる機能を有する、プログラム。
【００４４】
　適用例１８の方法によると、管理装置は、第１の装置の構成情報に加えて、第２の装置
の構成情報を取得し、また、各シンボルに対応付けて各装置の装置特定情報及び装置種別
を表示部に表示し、かつ、シンボル間を接続インタフェースの種別を判別可能に接続して
表示するので、様々なインタフェースで接続された複数の装置を容易に管理することがで
きる。
【００４５】
　［適用例１９］適用例１８に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な
記録媒体。
【００４６】
　このような構成により、かかる記録媒体を用いてコンピュータにプログラムを読み取ら
せ、各機能を実現させることができる。
【００４７】
　なお、本発明は、種々の態様で実現することが可能であり、例えば、装置管理システム
や、装置管理システムの動作方法や、装置管理システムの機能を実現するためのコンピュ
ータプログラム、そのコンピュータプログラムを記録した記録媒体、等の形態で実現する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の一実施例としての管理装置を適用したシステムの概略構成を示す説明図
である。
【図２】図１に示すルータの詳細構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示す管理用ＰＣの概略構成を示す説明図である。
【図４】図１に示すデバイスサーバの概略構成を示す説明図である。
【図５】第１実施例における構成情報収集処理の手順を示すシーケンス図である。
【図６】ステップＳ２１５において作成される配下装置リストの一例を示す説明図である
。
【図７】第１実施例における構成情報収集の一例を模式的に示す説明図である。
【図８】マップ作成処理の結果ディスプレイに表示されるシステム構成マップを示す説明
図である。
【図９】図５に示すステップＳ１２０の処理の詳細手順を示すフローチャートである。
【図１０】図９に示すステップＳ９１０，Ｓ９１５の処理後のシステム構成マップを示す
説明図である。
【図１１】図９に示すステップＳ９１５，Ｓ９２０の処理後のシステム構成マップを示す
説明図である。
【図１２】図９に示すステップＳ９２０，Ｓ９２５の処理後のシステム構成マップを示す
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説明図である。
【図１３】第２実施例における管理用ＰＣの概略構成を示す説明図である。
【図１４】第２実施例における構成情報収集処理の手順を示すシーケンス図である。
【図１５】第３実施例においてディスプレイに表示されるシステム構成マップを示す説明
図である。
【図１６】第４実施例においてディスプレイに表示されるシステム構成マップを示す説明
図である。
【図１７】変形例において管理用ＰＣのディスプレイに表示されるシステム構成マップの
一例を示す第１の説明図である。
【図１８】変形例におけるシステムの接続態様の一例を模式的に示す第１の説明図である
。
【図１９】変形例におけるシステムの接続態様の一例を模式的に示す第２の説明図である
。
【図２０】変形例におけるシステムの接続態様の一例を模式的に示す第３の説明図である
。
【図２１】変形例におけるシステムの接続態様の一例を模式的に示す第４の説明図である
。
【図２２】変形例において管理用ＰＣのディスプレイに表示されるシステム構成マップの
一例を示す第２の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
Ａ．第１実施例：
Ａ１．全体構成：
　図１は、本発明の一実施例としての管理装置を適用したシステムの概略構成を示す説明
図である。このシステム５００は、ルータ１００と、ハードディスクレコーダ３０１と、
ゲーム機３０２と、管理用ＰＣ（パーソナルコンピュータ）３０３と、無線ＬＡＮアクセ
スポイント３０４と、２台のパーソナルコンピュータ３１１，３１２と、テレビ受像機３
２１と、デバイスサーバ３３１と、テレビチューナ３４１と、ＮＡＳ（Network Attached
 Storage）３３２と、プリンタ３４２と、テレビチューナ３３３とを備えている。システ
ム５００は、各装置間におけるデータのやりとりや、各装置とインターネットに接続され
た図示しない装置との間におけるデータのやりとりを実現しつつ、各装置間の接続構成や
動作状態を管理するためのシステムである。
【００５０】
　システム５００では、ルータ１００を中心として、各装置がネットワークインタフェー
ス又はバスインタフェースを用いて接続されている。本実施例において「ネットワークイ
ンタフェース」とは、ＩＥＥＥ８０２．３やＩＥＥＥ８０２．１１に規定されている接続
インタフェースや、ＰＬＣ（Power Line Communications）といった、複数装置との間で
相互アクセスを可能とする接続インタフェースを意味し、「バスインタフェース」とは、
ＵＳＢ（Universal Serial Bus）や、ＷＨＤＩ（Wireless Home Digital Interface）と
いった、予め接続されている１つの装置に対してアクセスするための接続インタフェース
を意味する。したがって、予め下位の装置（例えば、テレビチューナ３４１など）とバス
インタフェースで接続されている上位の装置（例えば、デバイスサーバ３３１など）は、
下位の装置に対してアクセスできるが、他の装置（例えば、ハードディスクレコーダ３０
１）は、この下位の装置に対して直接的にアクセスすることはできない。
【００５１】
　ハードディスクレコーダ３０１，ゲーム機３０２，管理用ＰＣ３０３，無線ＬＡＮアク
セスポイント３０４，及びテレビ受像機３２１は、ルータ１００に対して直接的に無線接
続されている。また、デバイスサーバ３３１，ＮＡＳ３３２，及びテレビチューナ３３３
は、ルータ１００に対して直接的に有線接続されている。これに対し、２台のパーソナル
コンピュータ３１１，３１２は、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４を介してルータ１０
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０に対して間接的に接続されている。また、テレビチューナ３４１はデバイスサーバ３３
１を介して、プリンタ３４２はＮＡＳ３３２を介して、それぞれルータ１００に対して間
接的に接続されている。このように、ルータ１００を中心として各装置が接続されている
のは、ルータ１００は、装置間においてデータ（パケット）を中継する装置であるために
、互いに異なる接続インタフェースを有する装置を接続し得るからである。このような接
続構成を有するシステム５００は、家庭や小規模の企業において採用され得る。なお、本
実施例において、上述の「ルータ１００に対して直接接続されている」とは、ルータ１０
０に対して他の装置を介さずに接続されていることを意味し、「ルータ１００に対して間
接的に接続されている」とは、ルータ１００に対して他の装置を介して接続されているこ
とを意味する。
【００５２】
　ルータ１００は、移動体通信網制御回路ＤＰ１と、無線ＬＡＮ制御回路ＷＰ１と、ＷＨ
ＤＩ制御回路ＷＨＰと、２つの接続用ポートＬＰ１，ＬＰ２と、ＵＳＢ制御回路ＵＰ１と
を備えている。これら各回路及びポートを含むルータ１００の詳細構成については後述す
る。ルータ１００は、いわゆる無線ＬＡＮ（Local Area Network）ルータであり、接続さ
れた装置間におけるパケット（レイヤ２のフレームやレイヤ３のパケット）の中継を行う
。加えて、ルータ１００は、図示しないハードディスクを備えており、このハードディス
クを他の装置と共有して、いわゆるＮＡＳの機能を提供する。また、ルータ１００は、シ
ステム５００を構成する各装置のうち、通信プロトコルとしてＴＣＰ／ＩＰ（Transmissi
on Control Protocol/Internet Protocol）を用いる装置に対して、ＩＰアドレスを割り
当てるＤＨＣＰ（Dynamic Host Configuration Protocol）サーバとしても機能する。
【００５３】
　ハードディスクレコーダ３０１は、図示しない大容量のハードディスク及び図示しない
無線ＬＡＮ制御回路を備えている。ハードディスクレコーダ３０１は、図示しない無線Ｌ
ＡＮ制御回路によりルータ１００と無線接続されている。ハードディスクレコーダ３０１
は、ルータ１００から受信するデータを記録したり、指定されたデータを読み出してルー
タ１００に送信したりする。
【００５４】
　ゲーム機３０２は、図示しない無線ＬＡＮ制御回路を備え、この無線ＬＡＮ制御回路に
よりルータ１００と無線接続されている。ゲーム機３０２は、ルータ１００との間におい
てゲームコンテンツに関するデータ（音声・画像データや、操作内容を示すデータ）をや
りとりする。
【００５５】
　管理用ＰＣ３０３は、無線ＬＡＮを介してルータ１００と接続されており、システム５
００における各装置の接続構成や、各装置の動作状態を管理する。すなわち、管理用ＰＣ
３０３は、本発明の一実施例としての管理装置に相当する。なお、管理用ＰＣ３０３の詳
細については後述する。
【００５６】
　無線ＬＡＮアクセスポイント３０４は、いわゆるインフラストラクチャモードにおける
基地局に相当し、無線ＬＡＮクライアントに相当する２台のパーソナルコンピュータ３１
１，３１２と無線通信を行うとともに、上位装置に相当するルータ１００との間で無線通
信を行う。
【００５７】
　２台のパーソナルコンピュータ３１１，３１２は、いずれも図示しない無線ＬＡＮ制御
回路を備えており、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４との間において無線通信を行うこ
とにより、無線ＬＡＮを介してデータをやりとりする。
【００５８】
　テレビ受像機３２１は、図示しないテレビチューナを内蔵しており、テレビ放送電波（
映像信号及び音声信号）を受信して、映像及び音声を表わすデータを出力する。また、テ
レビ受像機３２１は、図示しないＷＨＤＩ制御回路を備え、ルータ１００との間で、ＷＨ
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ＤＩに従って無線通信を行う。このように、テレビ受像機３２１がＷＨＤＩによりルータ
１００と接続されているのは、例えば、テレビ受像機３２１が出力する映像・音声を、ル
ータ１００を介してハードディスクレコーダ３０１に送信して保存する等の処理を実現す
るためである。
【００５９】
　デバイスサーバ３３１は、図示しないＵＳＢ制御回路と、有線ＬＡＮ制御回路とを備え
ており、ＵＳＢケーブルによりテレビチューナ３４１と接続され、また、ＬＡＮケーブル
によりルータ１００（接続用ポートＬＰ１）と接続されている。デバイスサーバ３３１は
、テレビチューナ３４１から出力される映像や音声のデータをＵＳＢプロトコルに従って
受信し、有線ＬＡＮのフレーム（例えば、イーサネット（登録商標）フレーム）としてル
ータ１００に出力する。また、これとは逆に、デバイスサーバ３３１は、ルータ１００か
ら受信するフレームを、ＵＳＢフレームに組み立ててテレビチューナ３４１に出力する。
このように、デバイスサーバ３３１を用いることによりテレビチューナ３４１を有線ＬＡ
Ｎに接続するのは、例えば、テレビチューナ３４１が出力する映像及び音声データを、有
線ＬＡＮ及び無線ＬＡＮを介してハードディスクレコーダ３０１に送信して記録するとい
った処理や、映像及び音声データをテレビ受像機３２１に送信して再生する等の処理を実
現するためである。
【００６０】
　テレビチューナ３４１は、テレビ放送電波を受信して、映像及び音声データを出力する
。テレビチューナ３４１は、図示しないＵＳＢ制御回路を備えており、映像及び音声デー
タを、ＵＳＢによりデバイスサーバ３３１に送信する。
【００６１】
　ＮＡＳ３３２は、図示しない大容量のハードディスクと、図示しない有線ＬＡＮ制御回
路と、図示しないＵＳＢ制御回路とを備えており、ＬＡＮケーブルによりルータ１００と
接続され、また、ＵＳＢケーブルによりプリンタ３４２（接続用ポートＬＰ２）と接続さ
れている。ＮＡＳ３３２は、ルータ１００やプリンタ３４２から受信するデータを記録し
たり、記録されているデータを読み出して、ルータ１００やプリンタ３４２に出力したり
する。
【００６２】
　プリンタ３４２は、例えば、インクジェット式プリンタであり、ＮＡＳ３３２に格納さ
れている画像を、ＵＳＢケーブルを介して受信して印刷を実行する。また、例えば、プリ
ンタ３４２は、シャープネス調整や肌色調整などの画像処理機能を有しており、画像処理
後の画像を、ＵＳＢケーブルを介してＮＡＳ３３２に送信して記憶させる。
【００６３】
　テレビチューナ３３３は、図示しないＵＳＢ制御回路を備えており、受信したテレビ放
送電波（映像信号及び音声信号）を、ＵＳＢケーブルを介してルータ１００に出力する。
このように、テレビチューナ３３３をルータ１００に接続するのは、前述のテレビチュー
ナ３４１をデバイスサーバ３３１を介してルータ１００に接続するのと同じ意図である。
そして、例えば、テレビチューナ３４１は、子供部屋に配置され、テレビチューナ３３３
は居間に配置されるといった利用シーンが想定される。
【００６４】
　システム５００では、無線ＬＡＮ又は有線ＬＡＮに接続されている各装置には、ＩＰ（
Internet Protocol）アドレスが割り当てられており、これら各装置は、ＴＣＰ／ＩＰを
用いた通信を行うことができる。具体的には、ルータ１００の無線ＬＡＮ制御回路ＷＰ１
には、ＩＰアドレスとして「ＩＰ１１」が、ルータ１００の接続用ポートＬＰ１には、Ｉ
Ｐアドレスとして「ＩＰ１２」が、ルータ１００の接続用ポートＬＰ２には、ＩＰアドレ
スとして「ＩＰ１３」が、ルータ１００の移動体通信網制御回路ＤＰ１には、ＩＰアドレ
スとして「ＩＰ１４」が、それぞれ割り当てられている。また、ハードディスクレコーダ
３０１には「ＩＰ１」が、ゲーム機３０２には「ＩＰ２」が、管理用ＰＣ３０３には「Ｉ
Ｐ３」が、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４には「ＩＰ４」が、デバイスサーバ３３１
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には「ＩＰ５」が、ＮＡＳ３３２には「ＩＰ６」が、パーソナルコンピュータ３１１には
「ＩＰ７」が、パーソナルコンピュータ３１２には「ＩＰ８」が、それぞれ割り当てられ
ている。なお、記載の便宜上、各ＩＰアドレスを模式的な値として示すが、実際には、３
２ビット（ＩＰｖ４）又は１２８ビット（ＩＰｖ６）のアドレスが割り当てられている。
システム５００において、ＩＰアドレスの割り当ては、各装置が無線ＬＡＮ又は有線ＬＡ
Ｎに参加する際に、ルータ１００（ＤＨＣＰサーバ）によって実行される。
【００６５】
　また、無線ＬＡＮ又は有線ＬＡＮに接続されている各装置には、ＭＡＣ（Media Access
 Control）アドレスが割当てられており、これら各装置は、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標
）などのＩＥＥＥ８０２．３に準拠した通信を行うことができる。具体的には、ルータ１
００の無線ＬＡＮ制御回路ＷＰ１には、ＭＡＣアドレスとして「ＭＡ１１」が、ルータ１
００の接続用ポートＬＰ１には、ＭＡＣアドレスとして「ＭＡ１２」が、ルータ１００の
接続用ポートＬＰ２には、ＭＡＣアドレスとして「ＭＡ１３」が、ルータ１００の移動体
通信網制御回路ＤＰ１には、ＭＡＣアドレスとして「ＭＡ１４」が、それぞれ割り当てら
れている。また、ハードディスクレコーダ３０１には「ＭＡ１」が、ゲーム機３０２には
「ＭＡ２」が、管理用ＰＣ３０３には「ＭＡ３」が、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４
には「ＭＡ３」が、デバイスサーバ３３１には「ＭＡ５」が、ＮＡＳ３３２には「ＭＡ６
」が、パーソナルコンピュータ３１１には「ＭＡ７」が、パーソナルコンピュータ３１２
には「ＭＡ８」が、それぞれ割り当てられている。なお、記載の便宜上、各ＭＡＣアドレ
スを模式的な値として示すが、実際には、４８ビットのアドレスが割り当てられている。
【００６６】
　また、システム５００を構成する各装置には、予め装置名が設定されている。具体的に
は、ルータ１００には、「ＲＴ１」が装置名として設定されている。また、ハードディス
クレコーダ３０１には「Ｒ１」が、ゲーム機３０２には「Ｇ１」が、管理用ＰＣ３０３に
は「Ｐ１」が、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４には「Ａ１」が、パーソナルコンピュ
ータ３１１には「Ｐ２」が、パーソナルコンピュータ３１２には「Ｐ３」が、テレビ受像
機３２１には「ＴＶ１」が、デバイスサーバ３３１には「ＤＳ」が、ＮＡＳ３３２には「
Ｎ１」が、テレビチューナ３３３には「Ｔ１」が、テレビチューナ３４１には「Ｔ２」が
、プリンタ３４２には「ＰＲ」が、それぞれ設定されている。これら各装置における装置
名の設定は、例えば、製品出荷前に設定され、各装置が有する不揮発性メモリ（例えば、
ＥＥＰＲＯＭ）に格納されている。
【００６７】
　システム５００において、ルータ１００に接続される各装置のうち、一部の装置は、構
成情報取得対応部ＣＰを備えている。具体的には、ハードディスクレコーダ３０１，ゲー
ム機３０２，管理用ＰＣ３０３，無線ＬＡＮアクセスポイント３０４，テレビ受像機３２
１，デバイスサーバ３３１，ＮＡＳ３３２，及びテレビチューナ３３３は、構成情報取得
対応部ＣＰを備えている。構成情報取得対応部ＣＰは、後述する構成情報取得処理を実行
する。これに対し、２台のパーソナルコンピュータ３１１，３１２、テレビチューナ３４
１、プリンタ３４２は、いずれも構成情報取得対応部ＣＰを備えていない。
【００６８】
Ａ２．ルータの構成：
　図２は、図１に示すルータの詳細構成を示すブロック図である。ルータ１００は、ＣＰ
Ｕ（Central Processing Unit）１１０と、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable and P
rogrammable Read Only Memory）１２２と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１２４と、
ハードディスク１２６と、ＵＳＢ制御回路ＵＰ１と、無線ＬＡＮ制御回路ＷＰ１と、ＷＨ
ＤＩ制御回路ＷＨＰと、移動体通信網制御回路ＤＰ１と、有線ＬＡＮ制御回路１７０とを
備え、各構成要素が互いに内部バスにより接続された構成を有している。
【００６９】
　ＥＥＰＲＯＭ１２２には、予め所定のアプリケーションプログラムが記憶されており、
ＣＰＵ１１０は、所定のオペレーティングシステムの下、このアプリケーションプログラ
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ムを実行することにより、構成情報取得部１１０ａ，構成情報送信部１１０ｂ，ＤＨＣＰ
サーバ機能部１１０ｃ，パケット中継部１１０ｄ，及びＮＡＳ制御部１１０ｅとして機能
する。
【００７０】
　構成情報取得部１１０ａは、自らが有する構成情報や、他の装置が有する構成情報を取
得するための機能部である。本実施例において、「構成情報」には、装置種別，装置名，
他の装置との接続インタフェース種別，及び動作状態を示す情報が含まれる。構成情報送
信部１１０ｂは、構成情報取得部１１０ａによって取得された構成情報を、管理用ＰＣ３
０３に送信する。ＤＨＣＰサーバ機能部１１０ｃは、ＤＨＣＰサーバとして機能し、各装
置に対し、ＩＰアドレス及びサブネットマスクを割り当てると共にゲートウェイサーバの
アドレスなどの情報を提供する。パケット中継部１１０ｄは、ルータ１００が備える各イ
ンタフェースを介して受信するＩＰパケットを、ＩＰアドレスに従って中継する。ＮＡＳ
制御部１１０ｅは、ルータ１００がハードディスク１２６を共有ディスクとするＮＡＳと
して機能する際に、アクセス制御や記憶領域の管理などを行う。
【００７１】
　ＥＥＰＲＯＭ１２２は、構成情報格納部Ｓ１と、配下装置リスト格納部Ｓ２とを備えて
いる。構成情報格納部Ｓ１は、自らの構成情報に加えて、他の装置から取得した構成情報
を格納する。自らの構成情報としては、例えば、ルータとしての装置名、内蔵するハード
ディスク１２６の残容量、無線ＬＡＮにより接続された各装置からの受信信号強度、ルー
タ１００が有する各インタフェース種別（無線ＬＡＮ，有線ＬＡＮ，ＷＨＤＩ，ＵＳＢ）
、各回路の動作状態（通常動作，無線接続中など）、無線ＬＡＮのアソシエーションリス
トなどが挙げられる。これらの各情報は、ルータ１００の起動時やＵＳＢデバイスが接続
された際に、各インタフェースで規定されている初期化シーケンス（例えば、ＵＳＢのエ
ニュメレーション）において取得され得る。また、これらの各情報は、後述の構成情報収
集処理においても取得される。配下装置リスト格納部Ｓ２は、後述する配下装置リストを
格納する。
【００７２】
　無線ＬＡＮ制御回路ＷＰ１は、変調器やアンプ、アンテナを含み、例えばＩＥＥＥ８０
２．１１ｂ／ｇに準拠した無線ＬＡＮのアクセスポイントとして、無線ＬＡＮのクライア
ントであるハードディスクレコーダ３０１，ゲーム機３０２，管理用ＰＣ３０３と無線通
信を行う。また、無線ＬＡＮ制御回路ＷＰ１は、同じ無線ＬＡＮのアクセスポイントであ
る無線ＬＡＮアクセスポイント３０４と無線通信を行う。
【００７３】
　ＷＨＤＩ制御回路ＷＨＰは、変調器やアンプ、アンテナを含み、ＷＨＤＩで規定されて
いる無線通信（５ＧＨｚの周波数帯域で行う短距離無線通信）を実行する。移動体通信網
制御回路ＤＰ１は、変調器やアンプ、アンテナを含み、例えば３Ｇ／ＨＳＰＡに準拠した
移動体通信の端末として、移動体通信網の基地局と無線通信を行う。
【００７４】
　有線ＬＡＮ制御回路１７０は、４つの接続用ポートＬＰ１～ＬＰ４を備え、ＩＥＥＥ８
０２．３に準拠したフレームの送受信を行うと共に、受信したフレーム（レイヤ２フレー
ム）に基づくＩＰパケットの組み立て、及び出力しようとするデータを含むＩＰパケット
のフレーム（レイヤ２フレーム）への分割を行う。
【００７５】
Ａ３．管理用ＰＣの構成：
　図３は、図１に示す管理用ＰＣの概略構成を示す説明図である。管理用ＰＣ３０３は、
コンピュータ本体１０と、ディスプレイ２１と、キーボード２２と、マウス２３とを備え
ている。コンピュータ本体１０は、ＣＰＵ１１と、ハードディスク１２と、ＲＡＭ１３と
、ＥＥＰＲＯＭ１４と、無線ＬＡＮ制御回路１５と、入出力インタフェース部１６とを備
えている。
【００７６】
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　ハードディスク１２には、システム５００の管理用アプリケーションプログラムが予め
格納されており、ＣＰＵ１１は、所定のオペレーティングシステムの下、このアプリケー
ションプログラムを実行することにより、構成情報取得部１１ａ，マップ生成部１１ｂ，
ユーザインタフェース制御部１１ｃ，及び構成情報取得対応部ＣＰとして機能する。
【００７７】
　構成情報取得部１１ａは、自らの構成情報を取得すると共に、システム５００に含まれ
る各装置が有する構成情報を取得する。マップ生成部１１ｂは、システム５００における
各装置の接続構成や、各装置の動作状態を一元的に管理するためのシステム構成マップを
作成する。ユーザインタフェース制御部１１ｃは、マップ生成部１１ｂにより生成された
構成マップを、ユーザが認識し易いような表示形式にしてディスプレイ２１に表示させる
。また、ユーザインタフェース制御部１１ｃは、キーボード２２やマウス２３を用いたユ
ーザによる各種操作を受け付ける。構成情報取得対応部ＣＰは、管理用ＰＣ３０３の構成
情報を取得してルータ１００に通知する。この構成情報取得対応部ＣＰは、図１に示す各
装置（ハードディスクレコーダ３０１やゲーム機３０２など）が備える構成情報取得対応
部ＣＰと同じ機能を有する。
【００７８】
　無線ＬＡＮ制御回路１５は、変調器やアンプ、アンテナを含み、例えばＩＥＥＥ８０２
．１１ｂ／ｇに準拠した無線ＬＡＮのクライアントとして機能する。
【００７９】
　ＥＥＰＲＯＭ１４は、構成情報格納部１４ａを備えている。この構成情報格納部１４ａ
には、管理用ＰＣ３０３自身が有する構成情報や、他の装置の構成情報が格納される。図
３では、管理用ＰＣ３０３自身の構成情報の一部として、装置種別「ＰＣ」，装置名「Ｐ
１」，ＭＡＣアドレス「ＭＡ３」，ＩＰアドレス「ＩＰ３」，受信信号強度「強」が、構
成情報格納部１４ａに格納されている。
【００８０】
　入出力インタフェース部１６は、コンピュータ本体１０に対して、ディスプレイ２１，
キーボード２２，マウス２３をそれぞれ接続するためのインタフェース群からなる。
【００８１】
Ａ４．その他の装置の構成：
　図４は、図１に示すデバイスサーバの概略構成を示す説明図である。デバイスサーバ３
３１は、メモリ３１と、ＣＰＵ３３と、有線ＬＡＮ制御回路３４と、変換回路３６と、Ｕ
ＳＢ制御回路３７とを備えている。
【００８２】
　メモリ３１は、図示しないＲＡＭやＥＥＰＲＯＭから成り、構成情報格納部３２を備え
ている。構成情報格納部３２は、デバイスサーバ３３１自身の構成情報及びデバイスサー
バ３３１に接続されている装置についての構成情報を格納する。図４の例では、構成情報
格納部３２には、デバイスサーバ３３１自身の構成情報の一部として、装置種別「デバイ
スサーバ」，装置名「ＤＳ」，ＭＡＣアドレス「ＭＡ５」，ＩＰアドレス「ＩＰ５」，動
作状態「使用中」が格納されている。また、構成情報格納部３２には、デバイスサーバ３
３１に接続されているテレビチューナ３４１についての構成情報（装置種別「テレビチュ
ーナ」，装置名「Ｔ２」，接続インタフェース種別「ＵＳＢ２．０」）が格納されている
。
【００８３】
　ＣＰＵ３３は、メモリ３１に格納されているプログラムを実行することにより、構成情
報取得対応部ＣＰ及び変換制御部３３ａとして機能する。構成情報取得対応部ＣＰは、図
３に示す管理用ＰＣ３０３の構成情報取得対応部ＣＰと同様な機能を有する。変換制御部
３３ａは、変換回路３６の動作を制御する。
【００８４】
　有線ＬＡＮ制御回路３４は、図２に示す有線ＬＡＮ制御回路１７０と同様に、ＩＥＥＥ
８０２．３に準拠したフレームの送受信を行う。変換回路３６は、ＩＥＥＥ８０２．３に
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準拠したフレームを、ＵＳＢ２．０で規定されたフォーマットに変換し、また、その逆の
変換を行う回路である。ＵＳＢ制御回路３７は、ＵＳＢ２．０で規定されたプロトコルに
従って、データの送受信を行う。
【００８５】
　図４に示すデバイスサーバ３３１は、構成情報取得対応部ＣＰ及び構成情報格納部３２
を備える点において、従来のデバイスサーバと異なり、他の構成は従来のデバイスサーバ
と同じである。なお、管理用ＰＣ３０３を除く、構成情報取得対応部ＣＰを備える他の装
置（ハードディスクレコーダ３０１，ゲーム機３０２，無線ＬＡＮアクセスポイント３０
４，テレビ受像機３２１，ＮＡＳ３３２，及びテレビチューナ３３３）についても、構成
情報取得対応部ＣＰ及び図示しない構成情報格納部を備える点において、従来の同種の装
置と異なり、他の構成は従来の同種の装置と同じである。
【００８６】
　以上の構成を有するシステム５００では、後述する構成情報収集処理を実行することに
より、ユーザは、システム５００を構成する各装置の接続構成及び動作状態を容易に管理
することができる。なお、ルータ１００は、請求項におけるゲートウェイ装置に相当する
。また、各装置の装置名は請求項における装置特定情報に、各装置のＩＰアドレス又はＭ
ＡＣアドレスは請求項におけるアドレス情報に、管理用ＰＣ３０３の構成情報取得部１１
ａは請求項における構成情報取得部に、ユーザインタフェース制御部１１ｃ及びディスプ
レイ２１は請求項における表示部に、マップ生成部１１ｂは請求項におけるマップ表示制
御部に、それぞれ相当する。
【００８７】
Ａ５．構成情報収集処理：
　図５は、第１実施例における構成情報収集処理の手順を示すシーケンス図である。図５
において、最も左のフローは、管理用ＰＣ３０３の処理フローを示す。また、左から２番
目のフローはルータ１００の、左から３番目のフローはルータ１００を除く配下装置を有
する他の装置の、最も右のフローは配下装置を有しない装置の、それぞれ処理フローを示
す。ここで、「配下装置」とは、自らの装置に接続されている装置であって、自らの装置
よりもルータ１００からより離れて接続されている装置（自らの装置からルータ１００に
至るまでに経由する装置の数がより多い装置）を意味する。したがって、例えば、ルータ
１００に直接に有線接続または無線接続されている装置（ハードディスクレコーダ３０１
，ゲーム機３０２，管理用ＰＣ３０３，無線ＬＡＮアクセスポイント３０４，テレビ受像
機３２１，デバイスサーバ３３１，ＮＡＳ３３２，及びテレビチューナ３３３）は、ルー
タ１００の配下装置に該当する。また、例えば、２台のパーソナルコンピュータ３１１，
３１２は、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４の配下装置に該当する。換言すると、無線
ＬＡＮアクセスポイント３０４は、配下装置（２台のパーソナルコンピュータ３１１，３
１２）を有する装置に該当する。同様に、デバイスサーバ３３１は、テレビチューナ３４
１を配下装置として有する装置に該当し、ＮＡＳ３３２は、プリンタ３４２を配下装置と
して有する装置に該当する。これに対し、ハードディスクレコーダ３０１，ゲーム機３０
２，管理用ＰＣ３０３，テレビ受像機３２１，テレビチューナ３３３は、いずれも配下装
置を有しない装置に該当する。
【００８８】
　システム５００では、管理用ＰＣ３０３が起動した後において、所定の期間ごとに構成
情報収集処理が実行される。まず、図３に示す管理用ＰＣ３０３の構成情報取得部１１ａ
は、ルータ１００に対して構成情報を問い合わせる（ステップＳ１０５）。なお、管理用
ＰＣ３０３及びルータ１００がＤＬＮＡ（Digital Living Network Alliance）に準拠し
た装置であり、管理用ＰＣ３０３がＤＭＰ（Digital Media Player）として機能し、また
、ルータ１００がＤＭＳ（Digital Media Server）として機能する構成においては、例え
ば、管理用ＰＣ３０３が「ＧＥＴ」メソッドを用いてルータ１００に対してデバイスディ
スクリプションを要求することにより、構成情報の問い合わせを実現できる。なお、ルー
タ１００に対して問い合わせる際に用いるルータ１００のアドレスは、例えば、予め管理
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用ＰＣ３０３に設定しておくことで取得することができる。
【００８９】
　図２に示すルータ１００の構成情報取得部１１０ａは、管理用ＰＣ３０３から問い合わ
せがあると、自らの配下装置に対して構成情報を問い合わせる（ステップＳ２０５）。こ
の問い合わせは、前述のステップＳ１０５と同様に構成することができる。
【００９０】
　配下装置を有する装置では、ルータ１００から構成情報の問い合わせがあると、自らの
構成情報を収集すると共に、自らの構成情報と配下装置を有する旨とを、ルータ１００に
応答する（ステップＳ３０５）。例えば、図４に示すデバイスサーバ３３１の構成情報取
得対応部ＣＰは、構成情報格納部３２に格納されている自らの装置に関する構成情報（装
置種別，装置名，ＭＡＣアドレス，ＩＰアドレス，動作状態）を読み出して、これら構成
情報と配下装置を有する旨とをルータ１００に送信する。なお、デバイスサーバ３３１が
配下装置を有するか否か（換言すると、いずれかの装置がＵＳＢ接続されているか否か）
は、例えば、構成情報取得対応部ＣＰが変換制御部３３ａにＵＳＢ制御回路にいずれかの
装置が接続されているか否かを問い合わせることにより判断することができる。
【００９１】
　図５に示すように、配下装置を有しない装置では、ルータ１００から構成情報の問い合
わせがあると、自らの構成情報を収集すると共に、自らの構成情報と配下装置を有しない
旨とを、ルータ１００に応答する（ステップＳ４０５）。例えば、図３に示す管理用ＰＣ
３０３の構成情報取得対応部ＣＰは、構成情報格納部１４ａに格納されている自らの装置
に関する構成情報（装置種別，装置名，ＭＡＣアドレス，ＩＰアドレス，受信信号強度）
を読み出して、これら構成情報をルータ１００に送信する。
【００９２】
　ルータ１００において、構成情報取得部１１０ａは、各配下装置に構成情報を問い合わ
せた後（ステップＳ２０５の後）、自らの構成情報を取得して構成情報格納部Ｓ１に格納
する（ステップＳ２１０）。例えば、構成情報取得部１１０ａは、移動体通信網制御回路
ＤＰ１に動作状態を問い合わせて、「通信中」との動作状態を取得して構成情報格納部Ｓ
１に格納する。また、例えば、構成情報取得部１１０ａは、ＮＡＳ制御部１１０ｅに対し
て、ハードディスク１２６の使用容量を問い合わせて「８０％使用中」の情報を得て構成
情報格納部Ｓ１に格納する。
【００９３】
　ルータ１００において、構成情報取得部１１０ａは、各配下装置から受信した構成情報
を図２に示す構成情報格納部Ｓ１に格納すると共に、この受信した構成情報に基づき、配
下装置リストを作成して配下装置リスト格納部Ｓ２に格納する（ステップＳ２１５）。
【００９４】
　図６は、ステップＳ２１５において作成される配下装置リストの一例を示す説明図であ
る。図６に示すように、配下装置リストは、ルータ１００の各配下装置について、装置種
別，装置名，インタフェース（Ｉ／Ｆ）種別，ＭＡＣアドレス，ＩＰアドレス，動作状態
，配下装置有無を記録したリストである。例えば、ハードディスクレコーダ３０１につい
ては、装置種別「ハードディスクレコーダ」，装置名「Ｒ１」，Ｉ／Ｆ種別「８０２．１
１ｂ」，ＭＡＣアドレス「ＭＡ１」，ＩＰアドレス「ＩＰ１」，動作状態「電波：強」，
配下装置有無「無し」が記録されている。
【００９５】
　ルータ１００において、構成情報送信部１１０ｂは、ステップＳ２１０において取得し
た自己の構成情報と、ステップＳ２１５において作成した配下装置リストとを、管理用Ｐ
Ｃ３０３に送信する（ステップＳ２２０）。
【００９６】
　管理用ＰＣ３０３において、構成情報取得部１１ａは、配下装置リストを受信すると、
構成情報格納部１４ａに格納すると共に、配下装置リストに記載された各装置について、
配下装置の有無を判定し（ステップＳ１１０）、配下装置を有する装置に対して構成情報
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を問い合わせる（ステップＳ１１５）。システム５００において、配下装置を有する装置
は、ルータ１００を除くと、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４と、デバイスサーバ３３
１と、ＮＡＳ３３２である。これらの装置は、図６に示すように配下装置リストにおいて
、配下装置有無フィールドに「有り」が設定されているので、かかるフィールドの設定値
に基づき配下装置の有無を判定することができる。なお、配下装置を有する装置のアドレ
ス（ＭＡＣアドレス，ＩＰアドレス）は、配下装置リストから取得することができる。
【００９７】
　配下装置を有する装置において、構成情報取得対応部ＣＰは、図５に示すように、管理
用ＰＣ３０３から構成情報の問い合わせを受けると、配下装置の構成情報を取得する（ス
テップＳ３１０）。この構成情報の取得は、例えば、配下装置に対して構成情報の通知要
求（ｈｔｔｐコマンド等）を送信して、その応答を受信することにより実現できる。具体
的には、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４の構成情報取得対応部ＣＰは、２台のパーソ
ナルコンピュータ３１１，３１２に、それぞれ構成情報の通知要求を送信することができ
る。また、例えば、配下装置が接続される際の初期化シーケンスにおいて取得されて各装
置のメモリに既に記憶されている構成情報を読み出すことによっても実現できる。具体的
には、デバイスサーバ３３１の構成情報取得対応部ＣＰは、テレビチューナ３４１がＵＳ
Ｂ接続される際の初期化シーケンスにおいて取得され、構成情報格納部３２に既に格納さ
れている構成情報（装置種別「テレビチューナ」，装置名「Ｔ２」，接続インタフェース
種別「ＵＳＢ２．０」）を読み出すことができる。
【００９８】
　配下装置を有する装置において、構成情報取得対応部ＣＰは、配下装置の構成情報を取
得すると、配下装置リストを作成し（ステップＳ３１５）、作成した配下装置リストと自
己の構成情報とを管理用ＰＣ３０３に送信する（ステップＳ３２０）。なお、ステップＳ
３１５において作成される配下装置リストは、図６に示す配下装置リストと同様である。
【００９９】
　管理用ＰＣ３０３において、構成情報取得部１１ａは、前述のステップＳ１１５の後、
配下装置を有する装置から配下装置リストを受信すると、前述のステップＳ１１０を実行
する（すなわち、新たに受信した配下装置リストに記載された各装置について、配下装置
の有無を判定する）。
【０１００】
　図７は、第１実施例における構成情報収集の一例を模式的に示す説明図である。図７で
は、管理用ＰＣ３０３が、ルータ１００と、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４と、パー
ソナルコンピュータ３１１がそれぞれ有する構成情報を収集する際の処理を模式的に示し
ている。
【０１０１】
　管理用ＰＣ３０３は、ステップＳ１０５，Ｓ２２０により、ルータ１００からルータ１
００の構成情報と配下装置リストを取得する。なお、ステップＳ１０５に基づき、ルータ
１００と無線ＬＡＮアクセスポイント３０４及びパーソナルコンピュータ３１１との間で
、構成情報の問い合わせ（Ｓ２０５）及びその応答（Ｓ３０５）がやりとりされる。ルー
タ１００から取得された配下装置リストには、図６に示すように、さらに配下装置を有す
る装置のＭＡＣアドレス及びＩＰアドレスが記載されている。したがって、管理用ＰＣ３
０３は、ステップＳ１１５，Ｓ３２０により、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４から無
線ＬＡＮアクセスポイント３０４の構成情報と配下装置リストを取得する。同様にして、
管理用ＰＣ３０３は、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４から取得した配下装置リストに
基づき、ステップＳ１１５，Ｓ３２０により、パーソナルコンピュータ３１１の構成情報
と配下装置リストを取得する。ここで、図７において破線に示すように、パーソナルコン
ピュータ３１１がＵＳＢインタフェースによりマウス３１３を接続している場合、パーソ
ナルコンピュータ３１１は、配下装置リストにマウス３１３を記載してルータ１００に送
信する。
【０１０２】
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　このように、本実施例では、すべての配下装置がさらなる配下装置であって構成情報が
未収集である配下装置を有しなくなるまで、ステップＳ１１０，Ｓ１１５の処理が繰り返
し実行されることとなる。ここで、パーソナルコンピュータ３１１は、無線ＬＡＮアクセ
スポイント３０４の配下装置であると共に、マウス３１３を配下装置として有する装置で
もある。したがって、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４とパーソナルコンピュータ３１
１との組み合わせ（ペア）では、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４が請求項における第
１の装置に、パーソナルコンピュータ３１１が請求項における第２の装置（前回の第２の
装置）に、それぞれ相当し、パーソナルコンピュータ３１１とマウス３１３とのペアでは
、パーソナルコンピュータ３１１は請求項における第１の装置（今回の第１の装置）に、
マウス３１３は請求項における第２の装置（今回の第２の装置）に、それぞれ相当する。
このような２つの装置のペアリングが順次スライドすることによって前回の第２の装置が
次回の第１の装置となる処理は、各請求項における射程範囲に含まれる。また、ステップ
Ｓ１０５及びＳ２２０と、ステップＳ１１５及びＳ３２０とは、請求項における第１の処
理に相当する。ステップＳ１１５及びＳ３２０を実行して得られた配下装置リストに記載
されている配下装置に対し、ステップＳ１１５を実行し、ステップＳ３２０において構成
情報を取得する処理は、請求項における第２の処理に相当する。
【０１０３】
　ここで、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４とパーソナルコンピュータ３１１とのペア
における接続インタフェースは、ネットワークインタフェース（無線ＬＡＮ）であり、パ
ーソナルコンピュータ３１１とマウス３１３とのペアにおける接続インタフェースは、バ
スインタフェース（ＵＳＢ）である。このように、本実施例では、第１の装置と第２の装
置との間の接続インタフェースがネットワークインタフェース及びバスインタフェースの
いずれであっても、第１の装置は、第２の装置の構成情報を取得して管理用ＰＣ３０３に
通知する。
【０１０４】
　図５に示すように、ステップＳ１１０において、構成情報が未収集である配下装置が配
下装置リスト中にない場合には（ステップＳ１１０：ＮＯ）、管理用ＰＣ３０３のマップ
生成部１１ｂは、マップ作成処理を実行し、既に受信しているルータ１００の構成情報及
び配下装置リストに基づき、システム構成マップを作成する（ステップＳ１２０）。管理
用ＰＣ３０３において、ユーザインタフェース制御部１１ｃは、ステップＳ１２０におい
て作成されたシステム構成マップを、ディスプレイ２１に表示する（ステップＳ１２５）
。
【０１０５】
　図８は、マップ作成処理の結果、ディスプレイに表示されるシステム構成マップを示す
説明図である。図８に示すように、ステップＳ１２０により作成されたシステム構成マッ
プｍ１は、ディスプレイ２１においてウィンドウＷ１内に表示される。ウィンドウＷ１の
縦方向（ｙ方向）は、鉛直方向と平行であり、ウィンドウＷ１の横方向（ｘ方向）は、水
平方向と平行である。図８に示すように、ウィンドウＷ１の縦方向の長さは、横方向の長
さよりも長い。なお、ウィンドウＷ１の縦方向は請求項における長手方向に相当し、横方
向は請求項における短手方向に相当する。
【０１０６】
　システム構成マップｍ１は、接続態様表示領域ＡＲ１と、動作状態表示領域ＡＲ２とを
備えている。接続態様表示領域ＡＲ１は、システム５００を構成する各装置を示すシンボ
ルと、各装置の装置種別及び装置名と、各装置間の接続インタフェース種別とを表示する
領域である。動作状態表示領域ＡＲ２は、システム５００を構成する各装置の動作状態を
表示する領域である。
【０１０７】
　図８に示すように、接続態様表示領域ＡＲ１には、システム５００を構成する各装置の
シンボルが、ルータ１００を起点としてｙ方向（鉛直方向）に並んで配置されている。な
お、このｙ方向（鉛直方向）は、請求項における所定の方向に相当する。各装置のシンボ
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ルの形状はいずれも同じ大きさの矩形であり、シンボル内に装置種別と装置名とが表示さ
れている。
【０１０８】
　ここで、各装置のシンボルは、各装置の階層構造が明確となるように、接続態様表示領
域ＡＲ１に配置されている。具体的には、ルータ１００のシンボルが最も左上に位置して
いる。また、ルータ１００と直接に無線接続又は有線接続されている各装置のシンボルは
、ルータ１００のシンボルよりもΔｘ１だけ、ｘ方向（水平方向）右側にオフセットされ
ている。これに対して、ルータ１００と直接接続されていない各装置のシンボルは、ルー
タ１００のシンボルよりもΔｘ２だけ、ｘ方向（水平方向）右側にオフセットされている
。オフセット量Δｘ２は、オフセット量Δｘ１よりも大きいため、各シンボルは、図８に
示すように、ルータ１００が最上位の階層に位置し、ルータ１００と直接接続されている
装置が２番目の階層に、ルータ１００と直接接続されていない装置が３番目の階層に、そ
れぞれ位置するように表示されている。このように、各装置のシンボルを階層状に配置す
るのは、ユーザが各装置の接続態様を容易に理解できるようにするためである。
【０１０９】
　また、各装置のシンボルは、ルータ１００との間の接続インタフェース種別ごとにまと
まって表示されている。具体的には、接続インタフェース種別が無線ＬＡＮである装置の
シンボルがルータ１００のシンボルに最も近い位置にまとまって配置されている。同様に
、接続インタフェース種別がＷＨＤＩである装置のシンボルが２番目に、接続インタフェ
ース種別が有線ＬＡＮである装置のシンボルが３番目に、接続インタフェース種別がＵＳ
Ｂである装置のシンボルが４番目に、それぞれルータ１００のシンボルに近い位置にまと
まって配置されている。このように、各装置のシンボルを、ルータ１００との間の接続イ
ンタフェース種別ごとに集めて表示するのは、各接続インタフェースごとに何台の装置が
接続されているかを、ユーザが容易に理解できるようにするためである。加えて、ルータ
１００との間の接続インタフェースが無線である装置を、ルータ１００との間の接続イン
タフェースが有線である装置に比べて、ルータ１００により近い位置に配置するのは、以
下の理由による。ルータ１００との間の接続インタフェースが有線である装置については
、接続に用いられるケーブルを辿ることにより、いずれの装置がルータ１００に接続され
ているかを比較的容易に判別することができる。これに対して、ルータ１００との間の接
続インタフェースが無線である装置については、ルータ１００との接続の有無を容易に判
別することができない。そこで、管理用ＰＣ３０３では、接続インタフェースが無線であ
る装置のシンボルを、ルータ１００のシンボルにより近い位置に配置することにより、ル
ータ１００との接続の有無を明確に表わすようにしている。なお、本実施例において、こ
のように、接続インタフェースが無線である装置のシンボルを、ルータ１００のシンボル
により近い位置に配置する配置順序は、請求項における所定の順序に相当する。
【０１１０】
　また、各シンボル間は、接続インタフェース種別ごとに異なる線種を用いて接続されて
いる。このようにすることにより、各装置間の接続インタフェース種別を明確に表わすよ
うにしている。また、この各シンボル間の接続線は、各装置間の実際の接続態様に対応し
ている。具体的には、例えば、ルータ１００のシンボルと、無線ＬＡＮアクセスポイント
３０４のシンボルとは、破線で示す接続線により直接接続されている。これに対して、２
台のパーソナルコンピュータ３１１，３１２のシンボルは、いずれも、ルータ１００のシ
ンボルとは直接接続されておらず、破線で示す接続線により無線ＬＡＮアクセスポイント
３０４に直接接続されている。このように、各シンボル間の接続線を、各装置間の実際の
接続態様に合致するように表示するのは、ユーザが実際の接続構成を容易に理解できるよ
うにするためである。
【０１１１】
　図８に示すように、動作状態表示領域ＡＲ２には、各装置のシンボルに対応する位置（
各装置のシンボルの水平方向において隣接する位置）に、各装置の動作状態を示す情報が
表示されている。具体的には、例えば、ルータ１００のシンボルに対応する位置には、ハ
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ードディスク１２６の使用容量が８０％である旨を示す情報と、移動体通信網制御回路Ｄ
Ｐ１が起動中（ＯＮ）であり、かつ、通信中である旨を示す情報とが、表示されている。
また、例えば、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４のシンボルに対応する位置には、ルー
タ１００において無線ＬＡＮアクセスポイント３０４から受信する電波の強度が「強」で
あることを示すシンボルが表示されている。また、例えば、プリンタ３４２のシンボルに
対応する位置には、ユーザＢさんによって使用中（ユーザＢさんから送られた印刷ジョブ
を実行中）であることを示す情報が表示されている。
【０１１２】
　前述のように、各装置のシンボルが鉛直方向に並んで配置されているのは、各装置のシ
ンボルに対して、水平方向に隣接して各装置の動作状態を表示するスペースを設けること
ができるからである。したがって、ユーザに対して、各装置の接続構成を容易に理解させ
ると共に、各装置の動作状態を容易に理解させることができる。なお、図８に示すシステ
ム構成マップｍ１は、請求項における接続構成マップに相当する。
【０１１３】
　このような図８に示すシステム構成マップｍ１が生成されるマップ生成処理を、以下説
明する。図９は、図５に示すステップＳ１２０の処理の詳細手順を示すフローチャートで
ある。
【０１１４】
　まず、マップ生成部１１ｂは、ルータ１００のシンボルをルート位置に配置する（ステ
ップＳ９０５）。図８に示すように、ルータ１００は、ウィンドウＷ１の左上隅に配置さ
れており、この位置が、本実施例におけるルート位置に相当する。なお、このシンボルに
は、ルータ１００の装置名（ルータ）が記載されている。
【０１１５】
　マップ生成部１１ｂは、構成情報を取得した全ての機器を、ルータ１００のシンボルの
直下に有線接続（ＬＡＮ接続）として仮置きする（ステップＳ９１０）。次に、マップ生
成部１１ｂは、取得した構成情報（配下装置リスト）に基づき、配下装置に該当する装置
を、対応する装置の直下の位置に配置替えする（ステップＳ９１５）。
【０１１６】
　図１０は、図９に示すステップＳ９１０，Ｓ９１５の処理後のシステム構成マップを示
す説明図である。図１０において、左側は、ステップＳ９１０実行後のシステム構成マッ
プを示し、右側は、ステップＳ９１５実行後のシステム構成マップを示す。図１０の左側
に示すように、ステップＳ９１０実行後には、各装置のシンボルは、鉛直方向に一列に並
んで配置されている。ステップＳ９１５実行後には、図１０右側に示すように、各装置の
配下装置がどのような装置であるかが明らかになっている。
【０１１７】
　図９に示すステップＳ９１５の後、マップ生成部１１ｂは、各接続インタフェース種別
に応じて、各装置間の線種を変更する（ステップＳ９２０）。
【０１１８】
　図１１は、図９に示すステップＳ９１５，Ｓ９２０の処理後のシステム構成マップを示
す説明図である。図１１において、左側は、ステップＳ９１５実行後のシステム構成マッ
プを示し、右側は、ステップＳ９２０実行後のシステム構成マップを示す。なお、図１１
左側は、図１０右側と同じである。図１１右側に示すように、ステップＳ９２０実行後に
は、各装置間を接続するラインが接続インタフェースごとに異なる線種として表わされて
いる。
【０１１９】
　ステップＳ９２０の実行後、マップ生成部１１ｂは、各装置と配下装置との接続関係を
保ったまま、ルータ１００との接続インタフェースごとにシンボルをまとめると共に、所
定の順序ごとにシンボル群をソートする（並べ替える）（ステップＳ９２５）。
【０１２０】
　図１２は、図９に示すステップＳ９２０，Ｓ９２５の処理後のシステム構成マップを示
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す説明図である。図１２において、左側は、ステップＳ９２０実行後のシステム構成マッ
プを示し、右側は、ステップＳ９２５実行後のシステム構成マップを示す。なお、図１２
右側は、図１１左側と同じである。また、図１２右側は、図８に示すシステム構成マップ
ｍ１の接続態様表示領域ＡＲ１の表示内容と一致している。図１２左側（図１１右側）に
示すように、ステップＳ９２０実行後には、ルータ１００との接続インタフェースが異な
る装置同士が隣り合って配置されているが、ステップＳ９２５実行後には、ルータ１００
との接続インタフェースごとに、まとめられ配置されている。
　ステップＳ９２５の実行後、マップ生成部１１ｂは、システム５００を構成する各装置
の動作状態を示す情報を、動作状態表示領域ＡＲ２中であって、接続態様表示領域ＡＲ１
に表示された各装置を表すシンボルに対応する位置に、表示する。「各装置を表すシンボ
ルに対応する位置」とは、具体的には、接続態様表示領域ＡＲ１に表示された各装置のシ
ンボルの横、すなわち水平方向に並ぶ位置である（ステップＳ９３０）。
【０１２１】
　以上説明したように、システム５００において、管理用ＰＣ３０３は、ルータ１００に
直接接続されていない装置（例えば、テレビチューナ３４１）の構成情報を、かかる装置
及びルータ１００に直接接続されている装置（例えば、デバイスサーバ３３１）を介して
間接的に取得するようにしているので、ルータ１００に直接接続するためのインタフェー
スに限らず、様々なインタフェースで接続された複数の装置を容易に管理することができ
る。また、管理用ＰＣ３０３により各装置を一元的に管理することができるので、各接続
インタフェース種別ごとに管理装置（管理用ソフトウェア）を用意することを要しない。
したがって、システム５００の構築費用を抑えることができると共に、ユーザは、複数の
管理装置（管理用ソフトウェア）の使用方法を覚えなくて済むため、家庭や小規模の企業
などに容易に導入することができる。
【０１２２】
　加えて、ルータ１００は、管理用ＰＣ３０３から構成情報の問い合わせがあると、自ら
の構成情報を管理用ＰＣ３０３に送信するのに加えて、配下装置のＩＰアドレスと、各配
下装置がさらに配下装置を有するか否かの情報とを含む配下装置リストを作成して管理用
ＰＣ３０３に送信している。したがって、管理用ＰＣ３０３は、この配下装置リストを参
照することにより配下装置を特定することができ、配下装置に対してさらにその配下装置
の構成情報を問い合わせることができる。
【０１２３】
　また、配下装置を有する装置であって、ルータ１００に直接的に接続されていない装置
は、管理用ＰＣ３０３から構成情報の問い合わせがあると、配下装置の構成情報を取得し
て配下装置リストを作成し、自らの構成情報及び配下装置リストを管理用ＰＣ３０３に送
信する（ステップＳ３１０～Ｓ３２０）。したがって、配下装置を有する装置と配下装置
との間の接続インタフェースがバスインタフェースであるために、管理用ＰＣ３０３から
直接構成情報を取得することができないような配下装置についても、配下装置を有する装
置を介して構成情報を得ることができる。
【０１２４】
　また、管理用ＰＣ３０３は、ルータ１００と、ルータ１００に直接接続されておらず、
かつ、配下装置を有する装置に対してのみ構成情報を問い合わせるので、システム５００
内のすべての装置に対して構成情報を問い合わせる構成に比べて、管理用ＰＣ３０３の処
理を軽減することができる。特に、ルータ１００は、多くの接続インタフェースを有する
装置であるため、いずれかの接続インタフェース（例えば、ＵＳＢ）を介して接続される
装置については、ルータ１００に接続される際の初期化シーケンスによりかかる装置の構
成情報をルータ１００が既に取得している可能性が高い。したがって、このようなルータ
１００に対して構成情報を問い合わせることにより、構成情報の取得に要する期間を短く
することができる。
【０１２５】
　また、システム構成マップｍ１では、各装置のシンボルは階層状に配置されるので、各
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装置の接続態様をユーザに容易に理解させることができる。また、各装置のシンボルを、
ルータ１００との間の接続インタフェース種別ごとに集めて表示するので、各接続インタ
フェースごとに何台の装置が接続されているかを、ユーザに容易に理解させることができ
る。また、ルータ１００との間の接続インタフェースが無線であり、ルータ１００との接
続の有無が容易に判別できない装置を、ルータ１００との間の接続インタフェースが有線
である装置に比べて、ルータ１００により近い位置に配置するので、かかる装置のルータ
１００との接続の有無を明確に表わすことができる。また、各シンボル間は、接続インタ
フェース種別ごとに異なる線種を用いて接続されるので、各装置間の接続インタフェース
種別を明確に表わすことができる。また、各シンボル間の接続線は、各装置間の実際の接
続態様に合致しているので、ユーザに実際の接続構成を容易に理解させることができる。
【０１２６】
　また、各装置のシンボルが鉛直方向に並んで配置されているので、各装置のシンボルに
対して、水平方向に隣接して各装置の動作状態を表示するスペースを設けることができる
。加えて、各装置のシンボルに対応する位置に各装置の動作状態を示す情報（シンボルや
文字）を表示するので、ユーザは、一見して各装置の動作状態を理解することができる。
【０１２７】
Ｂ．第２実施例：
　図１３は、第２実施例における管理用ＰＣの概略構成を示す説明図である。第２実施例
の管理用ＰＣ３０３ａは、ＣＰＵ１１が、機器検索部１１ｄとして機能する点において、
図３に示す第１実施例の管理用ＰＣ３０３と異なり、他の構成は管理用ＰＣ３０３と同じ
である。第１実施例では、管理用ＰＣ３０３は、ルータ１００から通知される配下装置リ
ストに基づき各装置を特定していたが、第２実施例では、管理用ＰＣ３０３ａは、自ら各
装置を検索する。なお、これらの装置構成及び処理を除く、第２実施例のシステムにおけ
る他の装置構成及び他の処理は、第１実施例と同じである。
【０１２８】
　図１４は、第２実施例における構成情報収集処理の手順を示すシーケンス図である。図
１４において、最も左のフローは、管理用ＰＣ３０３ａの処理フローを示す。また、左か
ら２番目のフローはルータ１００の、左から３番目のフローはルータ１００を除く配下装
置を有する他の装置の、最も右のフローは配下装置を有しない装置の、それぞれ処理フロ
ーを示す。
【０１２９】
　まず、管理用ＰＣ３０３ａの機器検索部１１ｄは、システム５００に所属する全ての装
置に対して、応答要求を送信する（ステップＳ５０５）。応答要求とは、単に応答のみを
求める要求であり、かかる要求に対する応答の有無により、各装置が通信可能であるか否
かを判定するための要求である。本実施例では、応答要求として、ＩＣＭＰ（Internet C
ontrol Message Protocol）を使用して送るｐｉｎｇ（Packet INternet Groper）を採用
する。この構成においては、例えば、各装置のＩＰアドレスを予め管理用ＰＣ３０３ａに
設定しておく方法を採用することができる。なお、ｐｉｎｇを送信する方法としては、予
め管理用ＰＣ３０３ａに各装置のＩＰアドレスを設定しておき、かかるＩＰアドレスを宛
先として送信する方法の他にも、例えば、システム５００において用いられるネットワー
クに属するＩＰアドレスとサブネットマスクを、予め管理用ＰＣ３０３ａに設定しておき
、このネットワークに割り当てられる可能性のある全てのＩＰアドレスに対して、ｐｉｎ
ｇを送信する方法を採用することもできる。また、例えば、まずルータ１００にネットワ
ークアドレスを問い合わせ、次に、ネットワークに割り当てられる可能性のある全てのＩ
Ｐアドレスに対して、ｐｉｎｇを送信する方法を採用することもできる。
【０１３０】
　ルータ１００において、有線ＬＡＮ制御回路１７０は、応答要求を受信すると、管理用
ＰＣ３０３ａに対して応答する（ステップＳ６０５）。同様に、応答要求を受信すると、
配下装置を有する装置及び配下装置を有しない装置は、それぞれ管理用ＰＣ３０３ａに応
答する（ステップＳ７０５，Ｓ８０５）。なお、ステップＳ５０５においてｐｉｎｇを用
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いた場合には、システム５００を構成する各装置のうち、ＩＣＭＰを解釈できる装置のみ
が、前述のステップＳ７０５，Ｓ８０５を実行することができる。
【０１３１】
　ｐｉｎｇのために送信されるパケットは、本実施例では、請求項における検索パケット
に相当する。また、ｐｉｎｇに対する応答のために送信されるパケットは、請求項におけ
る応答パケットに相当する。
【０１３２】
　管理用ＰＣ３０３ａの構成情報取得部１１ａは、ステップＳ５０５の後応答を受信した
各装置に対して構成情報を問い合わせる（ステップＳ５１０）。
【０１３３】
　ルータ１００では、管理用ＰＣ３０３ａに応答を送信した後（ステップＳ６０５の後）
、第１実施例と同様に、前述のステップＳ２０５，Ｓ２１０，Ｓ２１５，Ｓ２２０を実行
する。配下装置を有する装置では、管理用ＰＣ３０３ａに応答を送信した後（ステップＳ
７０５の後）、前述のステップＳ３１０，Ｓ３１５，Ｓ３２０を実行する。配下装置を有
しない装置では、管理用ＰＣ３０３ａに応答を送信した後（ステップＳ８０５の後）、前
述のステップＳ４０５を実行する。
【０１３４】
　管理用ＰＣ３０３ａでは、各装置から構成情報又は配下装置リストを受信すると、前述
のステップＳ１２０，Ｓ１２５を実行し、システム構成マップがディスプレイ２１に表示
される。
【０１３５】
　以上説明した第２実施例のシステムにおいて、管理用ＰＣ３０３ａは、第１実施例の管
理用ＰＣ３０３と同様な効果を有する。加えて、管理用ＰＣ３０３ａから各装置に対して
構成情報を直接問い合わせるので、仮に、ルータ１００が故障している場合であっても、
ルータ１００を除く各装置の構成情報を取得することができる。
【０１３６】
Ｃ．第３実施例：
　図１５は、第３実施例においてディスプレイに表示されるシステム構成マップを示す説
明図である。第３実施例のシステムは、システム構成マップの表示形式において、第１実
施例のシステム５００と異なり、他の構成は第１実施例と同じである。第１実施例では、
システム５００を構成する各装置の動作状態は、動作状態表示領域ＡＲ２に表示されるた
め、例えば、或る装置について電源オフの状態においては、電源オフである旨の情報が動
作状態表示領域ＡＲ２に文字列として表示され得る。
【０１３７】
　これに対して、第３実施例のシステムでは、各装置の動作状態は、動作状態表示領域Ａ
Ｒ２に表示されると共に、動作状態に合わせて各装置のシンボルが変化する。具体的には
、例えば、デバイスサーバ３３１が電源オフとなった場合には、図１５に示すように、シ
ステム構成マップｍ２の動作状態表示領域ＡＲ２に「電源オフ」の文字列が表示されると
共に、デバイスサーバ３３１のシンボルがグレーアウトされる。また、デバイスサーバ３
３１に接続されるテレビチューナ３４１のシンボルも同様に、グレーアウトされる。テレ
ビチューナ３４１のシンボルも併せてグレーアウトされるのは、デバイスサーバ３３１が
電源オフとなるため、管理用ＰＣ３０３では、デバイスサーバ３３１の配下装置であるテ
レビチューナ３４１の動作状態が不明となるからである。
【０１３８】
　なお、再び電源オンとなった場合には、グレーアウトされていた各装置のシンボルを、
元の表示状態に戻すことが好ましい。
【０１３９】
　以上説明した第３実施例のシステムにおいて、管理用ＰＣは、第１実施例の管理用ＰＣ
３０３と同様な効果を有する。加えて、各装置の動作状態に合わせて各装置のシンボルを
変化させるので、ユーザに各装置の動作状態を容易に理解させることができる。
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【０１４０】
Ｄ．第４実施例：
　図１６は、第４実施例においてディスプレイに表示されるシステム構成マップを示す説
明図である。第４実施例のシステムは、システム構成マップの表示形式において、第１実
施例のシステム５００と異なり、他の構成は第１実施例と同じである。第１実施例では、
ディスプレイ２１に表示されるシステム構成マップｍ１において、ルータ１００を除く他
の各装置のシンボルは、階層状に配置されていた。これに対して第４実施例では、ルータ
１００を除く他の装置は、いずれも同一階層に位置するように配置されている。
【０１４１】
　具体的には、図１６に示すように、第４実施例のシステム構成マップｍ３では、ルータ
１００を除く各装置のシンボルは、いずれもルータ１００のシンボルよりもΔｘ１だけｘ
方向（水平方向）右側にオフセットされており、同一階層に位置している。但し、各シン
ボル間の接続線は、第１実施例と同様に、各装置間の実際の接続態様に対応して表示して
いるので、ユーザは、実際の接続構成を理解することができる。
【０１４２】
　以上説明した第４実施例のシステムにおいて、管理用ＰＣは、第１実施例の管理用ＰＣ
３０３と同様な効果を有する。
【０１４３】
Ｅ．変形例：
　なお、上記各実施例における構成要素の中の、独立クレームでクレームされた要素以外
の要素は、付加的な要素であり、適宜省略可能である。また、この発明は上記の実施例や
実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において種々の態様におい
て実施することが可能であり、例えば次のような変形も可能である。
【０１４４】
Ｅ１．変形例１：
　第２実施例では、ｐｉｎｇ等の応答要求の送信先のＩＰアドレスの決定方法として、予
め管理用ＰＣ３０３ａに各装置のＩＰアドレスを設定しておく方法や、システム５００内
のネットワークに割り当てられる可能性のある全てのＩＰアドレスを送信先のＩＰアドレ
スとして決定する方法が採用されていたが、本発明はこれに限定されるものではない。ル
ータ１００はＤＨＣＰサーバとしても機能するため、例えば、ルータ１００に対してＤＨ
ＣＰクライアントである各装置に対して割り当て済みのＩＰアドレスを問い合わせ、その
結果得られたＩＰアドレスを応答要求の送信先ＩＰアドレスとして決定することもできる
。なお、ルータ１００とは別にＤＨＣＰサーバが設置される構成においては、ルータ１０
０に代えて、ＤＨＣＰサーバに対して割り当て済みのＩＰアドレスを問い合わせる方法を
採用し得る。
【０１４５】
Ｅ２．変形例２：
　第１実施例では、管理用ＰＣ３０３（構成情報取得部１１ａ）は、ルータの配下装置の
うち、さらに配下装置を有する装置に対して構成情報を問い合わせていた。また、第２実
施例では、管理用ＰＣ３０３ａは、応答のあった全ての装置に対して構成情報を問い合わ
せていた。しかしながら、本発明はこれらの構成に限定されるものではない。例えば、管
理用ＰＣは、ルータ１００に対して構成情報を問い合わせ、ルータ１００が全ての装置の
構成情報を取得して、管理用ＰＣに一括して構成情報を通知する構成を採用することもで
きる。具体的には、第１実施例におけるステップＳ１１０，Ｓ１１５を、ルータ１００が
実行する構成を採用することもできる。また、第２実施例におけるステップＳ５０５，Ｓ
５１０を、ルータ１００が実行する構成を採用することもできる。
【０１４６】
Ｅ３．変形例３：
　第１実施例では、管理用ＰＣ３０３（構成情報取得部１１ａ）が各装置が配下装置を有
する装置であるか否かを判定する際（ステップＳ１１０）に、配下装置リストにおける配



(29) JP 5782791 B2 2015.9.24

10

20

30

40

50

下装置有無フィールドの設定内容に基づき判定していたが、本発明はこれに限定されるも
のではない。例えば、配下装置を有し得ない装置種別を、予め管理用ＰＣ３０３に設定し
ておき、この設定された装置種別と、配下装置リストにおける装置種別フィールドの設定
内容とを比較して判定することもできる。配下装置を有し得ない装置種別としては、例え
ば、「ハードディスクレコーダ」や、「テレビ受像機」や、「プリンタ」などを採用する
ことができる。このような構成によると、各装置から配下装置の有無の情報を取得する必
要がなく、処理負荷の軽減が図れると共に、配下装置リストのデータサイズを低減するこ
とができる。
【０１４７】
Ｅ４．変形例４：
　各実施例において、ルータ１００に接続される装置の一部を省略することもできる。ま
た、各実施例では、ルータ１００に接続される装置の数は複数であったが、いずれか１台
の装置のみがルータ１００に接続される構成も採用し得る。また、各実施例において、ル
ータ１００を除く各装置の配下装置となる装置（図１に示す２台のパーソナルコンピュー
タ３１１，３１２、テレビチューナ３４１、プリンタ３４２）は、さらに配下装置を備え
ていなかったが、これに代えて、さらに配下装置を有する構成とすることもできる。
【０１４８】
　また、各実施例では、各装置間の接続インタフェースは、有線ＬＡＮインタフェース（
ＩＥＥＥ８０２．３に準拠したＬＡＮインタフェース），無線ＬＡＮインタフェース（Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１ｂ／ｇに準拠したＬＡＮ），ＷＨＤＩ，ＵＳＢ２．０であったが、本
発明はこれらのインタフェースに限定されるものではない。ネットワークインタフェース
としては、例えば、有線ＬＡＮインタフェースとして、ＩＥＥＥ８０２．３ｚやＩＥＥＥ
８０２．３ａｂに準拠したインタフェースなど、また、無線ＬＡＮインタフェースとして
、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ，ＩＥＥＥ８０２．１１ｎに準拠したインタフェースなど、任
意のインタフェースを採用することができる。また、バス接続用のインタフェースとして
は、例えば、ＵＳＢインタフェースとして、ＵＳＢ１．１やＵＳＢ３．０に準拠したイン
タフェースを採用することができ、また、ＩＥＥＥ１３９４やＰＣＩ　Ｅｘｐｒｅｓｓ（
ＰＣＩｅ）に準拠したインタフェースなどのシリアル転送インタフェースや、ＨＤＭＩ（
High-Definition Multimedia Interface）やＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ（ＷｉＨＤ）に準拠し
たインタフェースなどの映像音声入出力用インタフェースや、Ｚｉｇｂｅｅ，Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ，ＩｒＤＡに準拠したインタフェースなどの短距離無線通信用のインタフェース
を採用することができる。なお、小型の脈拍計からＺｉｇｂｅｅを介して送信される脈拍
データを収集する装置を、システム５００に採用する構成においては、例えば、脈拍計の
動作状態を示す情報として、脈拍データを、システム構成マップに表示させることができ
る。
【０１４９】
Ｅ５．変形例５：
　各実施例において、システム構成マップに表示される各装置の動作状態を示す情報は、
図８に示すように、ハードディスクの使用容量や、受信信号強度や、使用中のユーザ名等
であったが、本発明は、これに限定されるものではない。例えば、プリンタであれば、イ
ンク残量や総印刷ページ数を採用することができ、また、例えば、各装置のファームウェ
アのバージョン情報を採用することができる。また、各装置を特定可能な情報として、装
置名をシステム構成マップに表示していたが、本発明はこれに限定されるものではない。
例えば、装置名に代えて、または、装置名に加えて、ＩＰアドレスやＭＡＣアドレスなど
、装置を特定可能な任意の情報をシステム構成マップに表示させることができる。すなわ
ち、一般には、少なくとも装置特定情報と装置種別と接続インタフェース種別とを含む情
報を、本発明の管理装置における構成情報として採用することができる。
【０１５０】
Ｅ６．変形例６：
　本発明において、システム構成マップの表示形式は、各実施例に示す形式に限らず、他
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の形式を採用することができる。図１７は、変形例において管理用ＰＣのディスプレイに
表示されるシステム構成マップの一例を示す第１の説明図である。図１７に示すシステム
構成マップｍ４は、各装置のシンボルが、ルータ１００を起点としてｘ方向（水平方向）
に並んで配置されている点と、各装置の配下装置が各装置のシンボルの鉛直下方に配置さ
れている点と、各装置の動作状態を示す情報が各装置の鉛直下方に表示される点とにおい
て、図８に示すシステム構成マップｍ１と異なり、他の構成はシステム構成マップｍ１と
同じである。なお、図１７では、ウィンドウＷ１には、一部のシンボルのみ表示されてい
るが、右側にスクロールすることにより、システム構成マップｍ４の全てを表示させるこ
とができる。このような構成においても、各装置の階層構造が明確になるなど、第１実施
例と同様な効果を有する。すなわち、一般には、ルータ１００に対して、直接的に無線接
続又は有線接続された装置を、ルータ１００を起点として所定の方向に並べて表示する表
示部を、本発明の管理装置に採用することができる。
【０１５１】
　また、各実施例では、システム構成マップにおいて、ルータ１００との間の接続インタ
フェース種別が無線である装置のシンボルを、ルータ１００との間の接続インタフェース
が有線である装置のシンボルに比べて、ルータ１００のシンボルにより近い位置に配置し
ていたが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、ルータ１００との間の接続
インタフェースが有線である装置のシンボルを、ルータ１００との間の接続インタフェー
ス種別が無線である装置に比べて、ルータ１００のシンボルにより近い位置に配置するこ
ともできる。また、例えば、配下装置を有する装置のシンボルを、配下装置を有しない装
置のシンボルに比べて、ルータ１００のシンボルにより近い位置に配置することもできる
。このようにすることで、配下装置を有する装置を明確にすることができる。
【０１５２】
　また、第３実施例では、各装置のシンボルをグレーアウトさせることにより、各装置が
電源オフ状態であることを表わしていたが、各装置の動作状態を表わす方法はこれに限定
されるものではない。例えば、動作状態に応じてシンボルの形状を変えたり（通常動作時
には矩形、電源オフ状態では三角形など）、動作状態に応じてシンボルを影付きにしたり
、影なしにしたり（電源オン状態で影付き，電源オフ状態で影なし）などすることもでき
る。また、各装置のシンボルに代えて、または、各装置のシンボルに加えて、各装置のシ
ンボル間を接続する線の表示態様を、動作状態に応じて変化させる構成も採用することが
できる。具体的には、例えば、電源オフとなった装置に接続される線について、電源オン
の状態と比べて彩度を低下させて表示させることができる。また、例えば、電源オンの状
態には点灯している（通常表示されている）線を、電源オフの状態には、点滅させて表示
させることもできる。
【０１５３】
　また、各実施例では、システム構成マップにおいて、各装置のシンボルと併せて各装置
の動作状態を示す情報を表示していたが、動作状態を示す情報の表示を省略することもで
きる。また、各実施例では、システム構成マップにおいて、各装置の装置種別及び装置名
が、各装置のシンボルの内側に表示されていたが、内側に代えて、外側に表示させること
もできる。この構成においても、各装置のシンボルと、各装置の装置種別及び装置名とを
、対応付けて表示することにより、システム構成マップにおいて、各装置を特定すること
ができる。また、各装置の装置種別及び装置名のいずれも表示していたが、いずれか一方
のみ表示することもできる。
【０１５４】
Ｅ７．変形例７：
　各実施例では、システム構成マップは、管理用ＰＣ３０３，３０３ａが備えるディスプ
レイ２１に表示されていたが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、２台の
パーソナルコンピュータ３１１，３１２のうち、いずれかのコンピュータが有するディス
プレイに、システム構成マップを表示させることもできる。また、例えば、テレビ受像機
３２１にシステム構成マップを表示させることもできる。また、例えば、ルータ１００が
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液晶ディスプレイなどの表示デバイスを備える構成においては、かかる表示デバイスにシ
ステム構成マップを表示させることもできる。テレビ受像機３２１にシステム構成マップ
を表示させる構成によると、システム構成マップをより大きく表示させることができる。
また、ルータ１００が備える表示デバイスにシステム構成マップを表示させることにより
、ルータ１００において作業中（例えば、ケーブル抜き差しなど）に、各装置の接続構成
を容易に確認することができる。
【０１５５】
　また、各実施例において、構成情報の収集や、システム構成マップの生成及び表示を行
う機能部は、管理用ＰＣ３０３，３０３ａにより構成されていたが、本発明はこれに限定
されるものではない。例えば、管理用ＰＣ３０３を省略して、ルータ１００を、構成情報
の収集やシステム構成マップの生成及び表示を行う機能部として機能させることもできる
。すなわち、ルータ１００が、管理用ＰＣ３０３，管理用ＰＣ３０３ａの各機能部を有す
る構成を採用することができる。また、システムがルータ１００とは異なる他のルータを
備える構成においては、この他のルータが管理用ＰＣ３０３，３０３ａの各機能部を有す
る構成とすることもできる。
【０１５６】
Ｅ８．変形例８：
　各実施例において、ルータ１００に対して、直接的に無線接続又は有線接続された装置
は、いずれも構成情報取得対応部ＣＰを備えていたが、これに代えて、いずれかの装置が
構成情報取得対応部ＣＰを備えない構成を採用することもできる。この構成においては、
構成情報取得対応部ＣＰを備えない装置については、ステップＳ３０５又はステップＳ４
０５の処理が実行されないので、ルータ１００は、この装置について配下装置リストに記
入することはない。しかしながら、例えば、第２実施例においては、構成情報取得対応部
ＣＰを備えない装置であっても、通信プロトコルとしてＴＣＰ／ＩＰを使用する装置であ
れば、要求応答（ｐｉｎｇ）に対して応答することはでき、管理用ＰＣ３０３ａは、かか
る装置の存在を認識することができる。そこで、この構成においては、例えば、システム
構成マップにおいて、かかる装置の装置名に代えてＩＰアドレスが併記されたシンボルを
、ルータ１００の直下に接続して表示させることができる。また、この構成においては、
ユーザがこの装置の装置種別及び装置名を調べて、既に表示されているシンボルに対して
追記する構成も採用することができる。加えて、ユーザが、システム構成マップにおいて
、この装置のシンボルを適切な場所に移動できるように構成することもできる。このよう
な構成により、構成情報取得対応部ＣＰを備えていない装置についても、管理用ＰＣ３０
３，管理用ＰＣ３０３ａを用いて容易に管理することができる。
【０１５７】
　また、例えば、上記構成において、各装置は、ルータ１００や、管理用ＰＣ３０３，３
０３ａからの問い合わせへの応答として、配下装置リストを作成して送信していたが、本
発明はこれに限定されるものではない。例えば、無線ＬＡＮアクセスポイントは、自らが
有する無線ＬＡＮアソシエーションリスト（接続されている装置のＭＡＣアドレスの一覧
）を、配下装置リストに代えて、ルータ１００や、管理用ＰＣ３０３，３０３ａに送信す
ることもできる。このような構成においても、ルータ１００や、管理用ＰＣ３０３，３０
３ａは、取得したアソシエーションリストに記載されているＭＡＣアドレスに基づき、装
置構成情報の少なくとも一部を取得することができる。具体的には、例えば、ルータ１０
０や、管理用ＰＣ３０３，３０３ａは、取得したアソシエーションリストに記載されてい
るＭＡＣアドレスに基づき、ＲＡＲＰ（Reverse Address Resolution Protocol）を用い
て、各装置のＩＰアドレスを取得することができる。
【０１５８】
　また、例えば、上記構成において、各装置において、配下装置との間の接続インタフェ
ースがネットワークインタフェースであれば、配下装置リストに代えて、配下装置のアド
レス情報（ＭＡＣアドレスや、ＩＰアドレス及びサブネットマスクなど）をルータ１００
や管理用ＰＣ３０３，３０３ａに送信し、配下装置との間の接続インタフェースがバスイ
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ンタフェースであれば、配下装置リストを送信する構成を採用することができる。ネット
ワークインタフェースで接続された配下装置については、アドレス情報が分かれば管理装
置からネットワークを介して構成情報を直接取得できる。これに対してバスインタフェー
スで接続された配下装置については、管理装置からネットワークを介して構成情報を直接
取得できない。そこで、各装置から出力された配下装置リストを受信することにより、配
下装置に関して、少なくとも配下装置リストに記載されている情報を取得することができ
る。
【０１５９】
Ｅ９．変形例９：
　各実施例では、構成情報収集処理は、管理用ＰＣ３０３，３０３ａが起動後、定期的に
実行されていたが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、管理用ＰＣ３０３
，３０３ａが起動した際にのみ自動的に実行され、その後は、ユーザが管理用ＰＣ３０３
，３０３ａにおいて、処理の実行を指示した場合に実行する構成を採用することができる
。また、いずれかの装置において構成情報が変化した場合に、かかる変化をトリガとして
構成情報取得処理が開始される構成を採用することもできる。
【０１６０】
Ｅ１０．変形例１０：
　第２実施例において、機器検索部１１ｄが送信する応答要求は、ｐｉｎｇであったが、
本発明はこれに限定されるものではない。具体的には、各構成情報取得対応部ＣＰ間で予
め設定された所定のデータのやりとりにより、応答要求及び応答を行うこともできる。
【０１６１】
Ｅ１１．変形例１１：
　第２実施例において、ルータ１００が故障等により応答要求に対して応答しない場合、
図９に示すマップ作成処理の最初の処理（ステップＳ９０５）が実行できず、システム構
成マップが生成されないこととなる。そこで、この場合、ステップＳ９０５において、ル
ータ１００のシンボルに代えて、ルートを示す所定のシンボルをルート位置に配置するこ
ともできる。
【０１６２】
　また、各実施例において、システム構成マップのルート位置に配置されるシンボルは、
ルータ１００のシンボルであったが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、
管理用ＰＣ３０３，３０３ａにおいてデフォルトゲートウェイとして設定されている装置
を、ルート位置に配置する構成を採用することもできる。なお、この構成では、仮に、デ
フォルトゲートウェイが設定されていない場合には、ダミーのシンボルをルート位置に配
置することもできる。
【０１６３】
Ｅ１２．変形例１２：
　各実施例において、有線ＬＡＮ又は無線ＬＡＮで接続された装置同士は、互いに直接的
に接続されていたが、本発明はこれに限定されるものではない。各装置間にレイヤ２のフ
レームを中継する装置を介在させ、かかる装置を介してこれら装置が間接的に接続される
構成を採用することもできる。
【０１６４】
　図１８は、変形例におけるシステムの接続態様の一例を模式的に示す第１の説明図であ
る。図１８では、ルータ１００とＮＡＳ３３２とプリンタ３４２との間の接続態様のみを
示し、図１に示す他の装置の接続態様は省略している。図１８に示すように、ルータ１０
０とＮＡＳ３３２との間にレイヤ２スイッチ６１０を介在させる構成を採用することもで
きる。この構成においては、第１実施例におけるルータ１００から出力される構成情報の
問い合わせ（Ｓ２０５）及びその応答（Ｓ３０５）に用いられるパケットや、管理用ＰＣ
３０３から出力される構成情報の問い合わせ（Ｓ１１５）及びその応答（Ｓ３２０）に用
いられるパケットは、レイヤ２スイッチ６１０では終端されずに、宛先となる装置（ＮＡ
Ｓ３３２，無線ＬＡＮアクセスポイント３０４，ルータ１００，管理用ＰＣ３０３）に届
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くこととなる。図１８に示す接続態様において、第１実施例の管理用ＰＣ３０３に表示さ
れるシステム構成マップは、図８に示すシステム構成マップｍ１と同じとなる。すなわち
、システム構成マップｍ１には、レイヤ２スイッチ６１０を表わすシンボルは表示されな
い。なお、図１８に示す接続態様では、レイヤ２スイッチ６１０は、ルータ１００とＮＡ
Ｓ３３２とを１対１で接続するために用いられていたが、レイヤ２スイッチ６１０にルー
タ１００及びＮＡＳ３３２に加えて他の装置（例えば、デバイスサーバ３３１）を接続し
、これら装置間における１対ｎの接続を実現することもできる。
【０１６５】
　図１９は、変形例におけるシステムの接続態様の一例を模式的に示す第２の説明図であ
る。図１９では、ルータ１００と無線ＬＡＮアクセスポイント３０４とパーソナルコンピ
ュータ３１１との間の接続態様のみ示し、図１に示す他の装置の接続態様は省略している
。図１９に示すように、ルータ１００と無線ＬＡＮアクセスポイント３０４との間にＷＤ
Ｓ（Wireless Distribution System）装置６１５を介在させる構成を採用することもでき
る。ＷＤＳ装置６１５は、無線ＬＡＮアクセスポイント同士の通信をレイヤ２において中
継する装置である。この構成においては、第１実施例におけるルータ１００から出力され
る構成情報の問い合わせ（Ｓ２０５）及びその応答（Ｓ３０５）に用いられるパケットや
、管理用ＰＣ３０３から出力される構成情報の問い合わせ（Ｓ１１５）及びその応答（Ｓ
３２０）に用いられるパケットは、ＷＤＳ装置６０５では終端されずに、宛先となる装置
（無線ＬＡＮアクセスポイント３０４，ルータ１００，管理用ＰＣ３０３）に届くことと
なる。
【０１６６】
　図１９に示す接続態様において、第１実施例の管理用ＰＣ３０３に表示されるシステム
構成マップは、図８に示すシステム構成マップｍ１と同じとなる。すなわち、システム構
成マップｍ１には、ＷＤＳ装置６１５を表わすシンボルは表示されない。なお、図１９に
示す態様では、ＷＤＳ装置６１５は、ルータ１００と無線ＬＡＮアクセスポイント３０４
とを１対１で接続するために用いられていたが、ＷＤＳ装置６１５にルータ１００及び無
線ＬＡＮアクセスポイント３０４に加えて他の装置（例えば、図示しないアクセスポイン
トなど）を接続し、これら装置間における１対ｎの接続を実現することもできる。また、
レイヤ２フレームの中継装置（レイヤ２スイッチやＷＤＳ装置）の配置位置は、上述した
ように、ルータ１００と各装置との間に限らず、ルータ１００を除く他の装置間とするこ
ともできる。
【０１６７】
　図２０は、変形例におけるシステムの接続態様の一例を模式的に示す第３の説明図であ
る。図２０では、ルータ１００と無線ＬＡＮアクセスポイント３０４とパーソナルコンピ
ュータ３１１とマウス３１３との間の接続態様のみ示し、図１に示す他の装置の接続態様
は省略している。図２０に示す構成は、ルータ１００と無線ＬＡＮアクセスポイント３０
４との間に、無線ＬＡＮアクセスポイント６２５及びＷＤＳ装置６３０が追加されている
点において、図７に示す構成と異なり、他の構成は図７と同じである。無線ＬＡＮアクセ
スポイント６２５は、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４と同じ機能を有する。ＷＤＳ装
置６３０は、２台の無線ＬＡＮアクセスポイント３０４，６２５の間を接続する。この構
成においては、第１実施例におけるルータ１００から出力される構成情報の問い合わせ（
Ｓ２０５）及びその応答（Ｓ３０５）に用いられるパケットや、管理用ＰＣ３０３から出
力される構成情報の問い合わせ（Ｓ１１５）及びその応答（Ｓ３２０）に用いられるパケ
ットは、ＷＤＳ装置６２５では終端されずに、宛先となる装置（無線ＬＡＮアクセスポイ
ント３０４，パーソナルコンピュータ３１１，ルータ１００，管理用ＰＣ３０３）に届く
こととなる。
【０１６８】
　なお、図２０に示す構成においては、無線ＬＡＮアクセスポイント６２５と無線ＬＡＮ
アクセスポイント３０４とのペアでは、無線ＬＡＮアクセスポイント６２５が第１の装置
に、無線ＬＡＮアクセスポイント３０４が第２の装置に、それぞれ相当する。また、無線
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ＬＡＮアクセスポイント３０４とパーソナルコンピュータ３１１とのペアでは、無線ＬＡ
Ｎアクセスポイント３０４が第１の装置に、パーソナルコンピュータ３１１が第２の装置
に、それぞれ相当する。また、パーソナルコンピュータ３１１とマウス３１３とのペアで
は、パーソナルコンピュータ３１１が第１の装置に、マウス３１３が第２の装置に、それ
ぞれ相当する。図２０に示す接続態様において、第１実施例の管理用ＰＣ３０３に表示さ
れるシステム構成マップは、図８に示すシステム構成マップｍ１とは異なる。具体的には
、ルータ１００のシンボルと無線ＬＡＮアクセスポイント３０４のシンボルとの間に、無
線ＬＡＮアクセスポイント６２５のシンボルが存在し、これら各シンボル間が無線ＬＡＮ
インタフェースを示す線によって接続される点と、パーソナルコンピュータ３１１のシン
ボルの配下に、マウス３１３のシンボルが配置され、これらシンボル間がＵＳＢインタフ
ェースを示す線によって接続される点において、システム構成マップｍ１とは異なる。
【０１６９】
　図２１は、変形例におけるシステムの接続態様の一例を模式的に示す第４の説明図であ
る。図２１では、図１９と同様に、ルータ１００と無線ＬＡＮアクセスポイント３０４と
パーソナルコンピュータ３１１との間の接続態様のみ示し、図１に示す他の装置の接続態
様は省略している。図２１に示すように、パーソナルコンピュータ３１１には、第１実施
例とは異なり、ＵＳＢハブ８１０が接続されている。ＵＳＢハブ８１０は図示しない複数
のポートを備えており、これらポートによってパーソナルコンピュータ３１１と、マウス
８２１と、ＵＳＢメモリ８２２と、プリンタ８２３と接続されている。なお、ＵＳＢハブ
８１０に接続されている各装置は、ＵＳＢインタフェースに対応している。かかる構成に
おいて、図５に示す構成情報取得処理が実行されると、パーソナルコンピュータ３１１は
、ステップＳ３１０の処理として、マウス８２１と、ＵＳＢメモリ８２２と、プリンタ８
２３とから、それぞれ構成情報取得する。しかしながら、ＵＳＢハブ８１０は、構成情報
を取得するためのパケットを終端せずに中継するため、自らの構成情報をパーソナルコン
ピュータ３１１に送信しない。
【０１７０】
　図２２は、変形例において管理用ＰＣのディスプレイに表示されるシステム構成マップ
の一例を示す第２の説明図である。図２２に示すシステム構成マップｍ５は、図２１の接
続態様を前提としたマップである。このシステム構成マップｍ５は、パーソナルコンピュ
ータ３１１（Ｐ２）のシンボルの配下に、図２１のマウス８２１を表わすシンボルＳＢ１
と、ＵＳＢメモリ８２２を表わすシンボルＳＢ２と、プリンタ８２３を表わすシンボルＳ
Ｂ３とが配置され、各シンボルＳＢ１～ＳＢ３と、パーソナルコンピュータ３１１のシン
ボルとが、それぞれＵＳＢインタフェースを示す線によって接続されている点、及び各シ
ンボルＳＢ１～ＳＢ３に対応する位置に動作状態が表示されている点において、図８に示
すシステム構成マップｍ１と異なり、他の構成はシステム構成マップｍ１と同じである。
なお、図２２では、説明の便宜上、システム構成マップの一部のみ表わしている。
【０１７１】
　上述したように、図２１に示す接続態様では、ＵＳＢハブ８１０の構成情報はパーソナ
ルコンピュータ３１１に通知されないので、管理用ＰＣ３０３は、ＵＳＢハブ８１０の構
成情報を取得することができない。したがって、図２２に示すように、システム構成マッ
プｍ５には、ＵＳＢハブ８１０を表わすシンボルは表示されていない。
【０１７２】
Ｅ１３．変形例１３：
　上記実施例において、ソフトウェアによって実現されていた構成の一部をハードウェア
に置き換えるようにしてもよい。また、これとは逆に、ハードウェアによって実現されて
いた構成の一部をソフトウェアに置き換えるようにしてもよい。
【符号の説明】
【０１７３】
　　１０…コンピュータ本体
　　１１…ＣＰＵ
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　　１１ａ…構成情報取得部
　　１１ｂ…マップ生成部
　　１１ｃ…ユーザインタフェース制御部
　　１１ｄ…機器検索部
　　ＣＰ…構成情報取得対応部
　　１２…ハードディスク
　　１３…ＲＡＭ
　　１４…ＥＥＰＲＯＭ
　　１４ａ…構成情報格納部
　　１５…無線ＬＡＮ制御回路
　　２１…ディスプレイ
　　２２…キーボード
　　２３…マウス
　　３１…メモリ
　　３２…構成情報格納部
　　３３…ＣＰＵ
　　３３ａ…変換制御部
　　３４…有線ＬＡＮ制御回路
　　３６…変換回路
　　３７…ＵＳＢ制御回路
　　１００…ルータ
　　１１０…ＣＰＵ
　　１１０ａ…構成情報取得部
　　１１０ｂ…構成情報送信部
　　１１０ｃ…ＤＨＣＰサーバ機能部
　　１１０ｄ…パケット中継部
　　１１０ｅ…ＮＡＳ制御部
　　１２２…ＥＥＰＲＯＭ
　　１２４…ＲＡＭ
　　１２６…ハードディスク
　　１７０…有線ＬＡＮ制御回路
　　ＷＰ１…無線ＬＡＮ制御回路
　　ＷＨＰ…ＷＨＤＩ制御回路
　　ＤＰ１…移動体通信網制御回路
　　ＵＰ１…ＵＳＢ制御回路
　　ＬＰ１～ＬＰ４…接続用ポート
　　Ｓ１…構成情報格納部
　　Ｓ２…配下装置リスト格納部
　　３０１…ハードディスクレコーダ
　　３０２…ゲーム機
　　３０３…管理用ＰＣ
　　３０４…無線ＬＡＮアクセスポイント
　　３１１…パーソナルコンピュータ
　　３１２…パーソナルコンピュータ
　　３１３…マウス
　　３２１…テレビ受像機
　　３３１…デバイスサーバ
　　３３２…ＮＡＳ
　　３３３…テレビチューナ
　　３４１…テレビチューナ
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　　３４２…プリンタ
　　５００…システム
　　ｍ１～ｍ５…システム構成マップ
　　Ｗ１…ウィンドウ
　　Δｘ１，Δｘ２…オフセット量
　　ＡＲ１…接続態様表示領域
　　ＡＲ２…動作状態表示領域
　　６１０…レイヤ２スイッチ
　　６１５，６３０…ＷＤＳ装置
　　６２５…無線ＬＡＮアクセスポイント
　　８１０…ＵＳＢハブ
　　８２１…マウス
　　８２２…ＵＳＢメモリ
　　８２３…プリンタ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】



(39) JP 5782791 B2 2015.9.24

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】

【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】
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